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第
6

章
　

鉄
道
時
代
の
幕
開
け

1
　
東
海
道
線
の
開
通

。陸
蒸
気
＊

の
出
現

幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
外

国
人
は
、
こ
の
国
は
鉄
道
の
建
設
に
は
適
し
て
い
な

い
と
見
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
山
が
多
く
て
、
し
か
も

険
し
い
。
平
野
部
が
少
な
い
う
え
に
、
河
川
は
大
雨

の
た
び
に
荒
れ
る
。
当
時
の
技
術
で
は
鉄
道
敷
設
は

と
て
も
無
理
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
鉄
道
を
建
設
し
よ
う
に
も
、
そ
の
た
め
の

技
術
も
資
材
も
日
本
に
は
な
か
っ
た
。
ま
た
鉄
道
建

設
に
は
莫
大
な
資
金
が
必
要
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
奎

を
使
う
な
ら
軍
事
費
に
回
し
て
武
力
を
強
化
せ
よ
、

と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
ら
明
治
の
指
導
者

は
、
日
本
の
近
代
化
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
鉄

道
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
当
時
、
鉄
道
の
よ
う
な
大

き
な
事
業
を
行
う
力
は
民
間
に
は
な
く
、
政
府
の
事

業
と
し
て
や
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
こ
で
英
国
か
ら
の

借
入
金
、
英
国
人
技
師
の
指
導
、
英
国
か
ら
の
輸
入

品
に
よ
っ
て
、
新
橋
～
横
浜
問
（
二
九
・
〇
j
）
に



鉄
道
を
敷
く
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て

丁
八
L
二
年
（
明
治
五
）
　一
〇
月
一
四

日
、
わ
が
国
に
初
め
て
鉄
道
が
開
通
し
た
。
世
界
で

‥縦
初
の
范一
気
鉄
道
の
運
行
開
始
が
二
べ
○
彑
年
、
萸

田
に
お
い
て
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
か
ら
約
牛
世
紀
後

の
こ
と
口
な
る
。

横
浜
心
は
外
出
入
居
留
地
が
あ
り
、
ま
た
貿
易
港

と
し
て
幕
末
以
来
急
速
な
発
展
を
み
せ
て
い
た
。
そ

の
横
浜
と
東
京
（
新
橋
）
と
を
結
ぶ
二
九
い
の
攷
に
線

を
、
萸
田
か
ら
輸
入
し
た
蒸
気
機
関
車
が
、
長
さ
約

元
片
の
小
さ
な
客
車
を
ひ
い
て
、
九

二
分
問
で
走
る

よ
う
に
な
っ
た
。

賻
速
約
三
三
い
だ
が
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て

こ
れ
は
驚
異
的
な
不
ビ
ー
ト
だ
っ
た
。

「
そ
の
速
き
こ
と
風
の
ご
と
く
、
雲
の
ご
と
く
…
」

と
、
囗
を
見
張
っ
て
驚
き
、
恐
れ
お
の
の
い
た
。

幕
末
に
、
日
本
人
の
鎖
国
の
眠
り
を
打
ち
破
っ
た

這
一
船
”
は
、
黒
い
蒸
気
船
た
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約

二
〇
年
後
、
こ
ん
ど
は
黒
い
鉄
の
塊
が
、
黒
い
煙
を

吐
き
な
が
ら
陸
を
走
る
。
ま
さ
に

。怪
物
”
で
あ
っ

た
。
人
々
は

。
陸
蒸
気
”
と
呼
ん
で
驚
き
、
か
つ
恐

れ
た
の
で
あ
る
。

初
め
て
見
る
こ
の

。
怪
物
”
に
、
一
方
で
は
好
奇

心
を
抑
え
が
た
く
、
停
車
揚
に
は
毎
日
黒
山
の
よ
う

に
野
次
馬
が
押
し
掛
け
た
。
弁
当
持
ち
で
朝
か
ら
兄

に
く
る
人
も
多
く
、
黒
い
煙
を
吐
い
て
汽
車
が
走
り

出
す
と
、
み
ん
な
耳
を
ふ
さ
ぎ
、
首
を
す
く
め
て
い

そ
う
し
た
野
次
馬
根
性
が
旺
盛
な
人
々
も
、
そ
の

。
陟
蒸
気
“
に
あ
え
て
乗
っ
て
み
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
運
賃
は
庶
民
に
は
手
加
届
か
な

い
ば
ど
高
く
、

来
る
の
は
東
京
・

築
地
や
横
浜
に
住

か
外
川
人
と
、
一

部
の
日
本
人
政
治

水
や
令
持
ち
く
ら

い
だ
っ
た
。

。陟
衣
ご
勁

の
旅
客

運
賃
は
、
ド
等
三
七

銭
五
厘
、
中
等
は
そ

の
二
倍
、
卜
等
は
三
倍

た
っ
た
。
当
時
の
米
の
値
段
に
換
算
す
る
と
、
米
一

〇
い
が
約
三
六
銭
だ
っ
た
か
ら
、
新
橋
～
横
浜
問
の

下
等
の
切
符
一
枚
は
、
米
一
〇
い
よ
り
高
か
っ
と
こ

と
に
な
る
。

第
一
次
私
鉄
建
設
ブ
ー
ム

明
治
政
府
は
鉄
道
の
官
設
・
官
営
の
政
策
を
七
つ

だ
。
新
橋
～
横
浜
に
続
い
て
、

匸
八
七
四
年
（
明
治
七
）
　
　

神
戸
～
人
阪

匸（

七
じ
年
（
明
治
一
〇
）
　
京
都
～
人
阪

一
八
八
〇
年
（
明
治

二
三
　

京
都
～
大
津

札
幌
～
手
宮

と
い
う
よ
う
に
、
官
設
鉄
道
が
開
通
し
て
い
く
。

し
か
し
鉄
道
の
建
設
に
は
莫
人
な
資
令
が
必
要
で

あ
る
が
、
当
時
の
政
府
は
財
政
基
盤
か
弱
く
、
資
令

難
の
た
め
に
路
線
は
伸
び
悩
ん
だ
。

匸
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
　一
一
月
、
政
府
の
保

護
の
も
と
に
、
わ
が
国
で
初
め
て
の
私
鉄
で
あ
る
日

本
鉄
道
㈱
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
会
社
は
華
族
（
公

家
ヤ

兀
大
名
）
の
財
産
の
投
資
先
と
し
て
つ
く
ら
枉

鉄道開通式の光景

日本で最初の機関車



た
も
の
だ
が
、
政
府
は
以
降
、
私
設
鉄
道
の
保
護
育

成
へ
と
政
策
を
転
換
す
る
。

日
本
鉄
道
は
、
日
本
初
の
私
鉄
と
し
て
、

一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
　

上
野
～
熊
谷

一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
　

熊
谷
～
高
崎

を
開
通
さ
せ
、
そ
の
営
業
基
盤
は
好
調
だ
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
頃
か

ら
民
間
の
鉄
道
敷
設
出
願
が
あ
い
つ
い
だ
。
鉄
道
は

文
明
開
化
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
投
機

的
な
徂
い
か
ら
の
出
願
も
多
か
っ
た
。
儲
か
り
そ
う

な
と
こ
ろ
に
は
、
次
々
に
私
鉄
が
敷
か
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ら
の
路
線
は
相
互
の
連
絡
は
な
く
、
無
秩
序
で

ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
。
時
の
鉄
道
局
長
官
井
上
勝
も
、

「
近
来
流
行
の
鉄
道
病
に
罹
り
宛
も
発
熱
煩
悶
し

て
…
」
と
、
あ
き
れ
る
ほ
ど
の
鉄
道
熱
で
あ
っ
た
。

進
取
の
気
風
に
富
む
遠
州
人
が
、
こ
の
機
運
を
だ

ま
っ
て
見
逃
し
て
い
た
は
ず
は
な
か
っ
た
。
す
で
に

一
八
八
三
年
（
明
治

匸
（
）
頃
に
、
林
弥
十
郎
ら
有

力
者
が
浜
松
に
集
ま
っ
て
、
東
海
道
鉄
道
を
敷
設
す

る
会
社
を
つ
く
る
こ
と
を
評
議
し
て
い
た
。

幹
線
は
中
山
道
ル

ー
ト
か
、
東
海
道
ル

ー
ト
か

遠
州
で
東
海
道
鉄
道
会
社
の
設
立
運
動

が
起
こ
っ

て
い
た
頃
、
政
府
で
は
、
東
京
と
京
都
を
結
ぶ
幹
線

鉄
道
の
建
設
計
画
を
決
定
し
て
い
た
。

一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
　

中
山
道
鉄
道
の

敷
設
を
決
議

一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
　

中
山
道
鉄
道
公

債
条
例
発
布

囗
本
の
背
骨
と
も
い
え
る
中
山
道
に
洽
っ
た
ル
ー

卜
は
、
山
岳
地
帯
を
通
る
た
め
敷
設
工
事
が
な
か
な

か
大
変
で
、
前
途
は
容
易
で
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
。
し
か
し
軍
関
係
者
ら
は
、
沿
岸
か
ら
攻
撃
を
受

け
た
場
合
の
鉄
道
の
安
全
確
保
と
い
う
見
地
か
ら
、

東
海
道
で
は
な
く
中
山
道
ル
ー
ト
を
主
張
し
て
譲
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
浜
松
の
東
海
道
鉄
道
会



社
の
設
立
運
動
は
発
展
的
解
消
を
と
げ
た
。
遠
州
人

の
動
き
が
一
つ
の
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
、
県
会

議
員
や
県
出
身
の
軍
関
係
者
ら
を
動
員
し
、
東
海
道

に
幹
線
ル
ー
ト
を
誘
致
す
る
運
動
が
県
レ
ベ
ル
で
強

力
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
山
道
ル
ー
ト
の
再
調
査
は
、
工
事
の

困
難
と
資
金
難
が
無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
東
海
道
ル
ー
ト
の
調
査

も
行
わ
れ
、
あ
ら
た
め
て
両
ル
ー
ト
が
比
較
検
討
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
海
道
ル
ー
ト
の
ほ
う
が
距
離
が
短

く
、
勾
配
も
カ
ー
ブ
も
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
建
設

期
間
は
お
よ
そ
半
分
で
可
能
で
あ
り
、
建
設
費
も
少

な
く
て
す
む
。
開
通
後
の
運
転
速
度
も
費
用
も
有
利

で
あ
る
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

T
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
、
政
府
は
東
京
～
京
都

を
結
ぶ
国
の
幹
線
鉄
道
建
設
計
画
を
、
中
山
道
ル
ー

ト
か
ら
東
海
道
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。静

岡
～
浜
松
間
の
ル

ー
ト
決
定
を
め
ぐ
つ
て

こ
う
し
て
官
設
の
鉄
道
が
東
海
道
に
敷
設
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
で
は
遠
州
で
は
、
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ト
に
敷
設
す
る
の
か
。
停
車
場
は
ど
こ
に
設

け
る
の
か
。

ル
ー
ト
や
停
車
場
の
候
補
地
を
め
ぐ
っ
て
、
各
地

で
議
論
が
巻
き
上
が
っ
た
。
賛
成
・
反
対
に
意
見
が

割
れ
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
と

く
に
静
岡
～
浜
松
間
が
そ
う
だ
っ
た
。
当
初
は
、
新

聞
報
道
な
ど
に
よ
れ
ば
沿
岸
回
り
の
ル
ー
ト
（
大
崩

～
川
崎
～
相
良
～
横
須
賀
～
中
泉
）
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
決
定
が
遅
れ
て
い
た
。

鉄
道
は
文
明
開
化
の
象
徴
で
は
あ
っ
た
が
、
他
方

で
は
、
鉄
の
塊
が
黒
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
、
す
ご
い

速
さ
で
走
る

。
怪
物
”
。魔
物
”
だ
っ
た
。
も
し
近
く

を
鉄
道
が
通
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

「
家
が
倒
れ
る
」

「
鶏
が
卵
を
生
ま
な
く
な
る
」

「
農
作
物
に
害
が
あ
る
」

「
蒸
気
機
関
車
の
火
の
粉
が
飛
ん
で
火
事
に
な
る
」

「
煙
で
桑
の
本
が
や
ら
れ
養
蚕
が
で
き
な
く
な
る
」

な
ど
、
不
安
は
大
き
か
っ
た
。
鉄
道
に
よ
っ
て
農

地
や
用
水
路
、
道
路
な
ど
が
分
断
さ
れ
る
の
も
認
め

が
た
く
、
さ
ま
ざ
ま
の
反
対
意
見
が
強
か
っ
た
。

海
に
近
い
村
々
で
も
、

「
汽
車
の
地
響
き
で
魚
が
寄
り
つ
か
な
く
な
り
、

魚
が
と
れ
ず
漁
業
が
で
き
な
く
な
る
。
絶
対
反
対
／・
」

と
い
う
強
硬
意
見
が
強
か
っ
た
。
な
か
に
は
棍
棒

な
ど
を
手
に
し
て
測
量
の
現
場
に
な
ぐ
り
こ
み
を
か

け
る
大
た
ち
も
い
た
。

た
と
え
鉄
道
の
敷
設
を
認
め
る
に
し
て
も
、
町
は

ず
れ
に
し
て
く
れ
、
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

人
力
車
や
馬
車
、
旅
籠
屋
や
陸
運
関
係
の
問
屋
そ

の
ほ
か
交
通
・
運
輸
関
係
の
大
た
ち
は
、
仕
事
が
奪

わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
反
対
し
た
。「
東
海
道
の
死
期

は
近
い
」
と
説
く
新
聞
も
あ
っ
た
。

一
方
、
地
域
の
将
来
の
発
展
を
考
え
て
鉄
道
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
、
熱
心
な
誘
致
運
動
を
展
開
す
る

大
た
ち
も
い
た
。
た
と
え
ば
中
遠
地
方
で
は
、
土
地

の
産
物
を
他
地
域
に
運
び
出
す
に
も
、
こ
れ
ま
で
悪

路
の
上
を
牛
馬
や
人
の
力
で
懸
命
に
福
田
港
ま
た
は

掛
塚
港
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
船
で
積
み
出
し
て
い



た
。
こ
れ
は
い
か
に
も
非
能
率
で
あ
っ
た
。
鉄
道
は

新
し
い
時
代
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

掛
川
の
豪
農
山
崎
千
三
郎
や
河
井
重
蔵
ら
は
、
そ

う
し
た
前
向
き
の
考
え
方
を
強
く
打
ち
出
し
た
。
そ

し
て
東
海
道
宿
場
ル
ー
ト
（
藤
枝
～
島
田
～
金
谷

～
日
坂
～
掛
川
）
を
強
力
に
主
張
し
、
請
願
、
組
織

的
な
誘
致
署
名
運
動
を
展
開
し
た
。
日
坂
、
袋
井
、

見
付
な
ど
各
宿
の
有
志
ら
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

政
府
は
、両
方
の
ル
ー
ト
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー

ト
の
な
か
の
幾
筋
か
の
候
補
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
測

量
・
調
査
を
行
っ
た
。
む
ろ
ん
請
願
・
陳
情
の
趣
旨

に
つ
い
て
も
聴
取
し
た
。

紆
余
曲
折
を
重
ね
た
末
に
、
最
終
的
に
、
海
沿
い

を
通
る
ル
ー
ト
は
つ
ぶ
さ
れ
た
。
現
在
の
東
海
道
線

の
ル
ー
ト
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
七
年

（
明
治
二
〇
）
四
月
初
め
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
い
に
東
海
道
に
幹
線
鉄
道
が
開
通

東
海
道
の
幹
線
鉄
道
建
設
は
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
た
。
一
八
八
八
年
（
明
治
二

二

九
月
一
日
、
浜
松
～
大
府
間
が
開
通
、
浜
松

停
車
場
が
開
業
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
浜
松
か

ら
名
古
屋
を
経
由
し
、
京
阪
ま
で
が
開
通
し

た
の
で
あ
る
。

浜
松
～
名
古
屋
　
片
道
三
時
間
五
五
分

一
日
三
往
復

浜
松
か
ら
東
も
、
東
海
道
幹
線
鉄
道
の
主

要
工
事
で
あ
っ
た
天
竜
川
橋
梁
の
完
成
を

待
っ
て
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
四
月

十
六
日
、
静
岡
～
浜
松
間
（
片
道
二
時
間
三

月5 日号の挿絵で、小田原を発した汽車が

やがて三島を過ぎ沼津に近づく間の車中の

ようすを伝えている。一等（ファーストク

ラス）の乗客はわずかに3 人。いずれも洋

服。初対面同士だが挨拶をかわし、話題は

政治あるいは鉱山事業のことだったという。
浜松停車場



○
分
）
が
開
通
し
た
。

浜
松
停
車
場
は
、
最
初
の
計
画
で
は
、
現

在
地
よ
り
は
る
か
南
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
利
用
に
不
便
だ
と
し
て
地
元
有
志
が

強
く
反
対
し
、
現
在
の
位
置
に
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
当
時
は
田
ん
ぼ
の
中
で
、
町
の
中
心

か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
、
不
便
だ
と
い
う
声

も
あ
っ
た
。

浜
松
以
東
の
例
で
は
、
東
海
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
見
付
を
通
ら
ず
、
見
付
宿
の

南
方
約

匸
・
の
中
泉
の
田
ん
ぼ
の
中
に
、
中

泉
停
車
場
（
現
、
磐
田
駅
）
が
つ
く
ら
れ
た
。

ま
た
日
坂
宿
近
辺
で
は
、
旧
街
道
筋
は
勾
配
が
急

な
こ
と
も
あ
っ
て
、
金
谷
宿
か
ら
菊
川
沿
い
に
南
に

迂
回
し
、
堀
之
内
（
現
、
菊
川
）
を
経
由
し
て
掛
川

に
い
た
る
コ
ー
ス
が
選
ば
れ
た
。

各
所
で
行
わ
れ
た
突
貫
工
事
が
実
を
結
び
、
一
八

八
九
年
（
明
治
二
二
）
七
月
一
日
、
東
海
道
の
幹
線

鉄
道
（
新
橋
～
神
戸
、
六
〇
〇
い
）
が
全
通
し
た
。

一
日
一
往
復
、
片
道
所
要
時
間
二
〇
時
間
五
分
（
下

り
。
上
り
は
二
〇
時
間
一
〇
分
）
、
運
賃
は
下
等
で
三

円
七
六
銭
で
あ
っ
た
。

当
初
、
遠
州
に
は
金
谷
、
堀
之
内
、
掛
川
、
袋
井
、

中
泉
、
浜
松
、
舞
阪
、
鷲
津
の
八
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
次
の
四
駅

が
で
き
た
。

天
竜
川
駅
　

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）

弁
天
島
駅
　

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）

新
居
駅
　
　

一
九
〇
八
年
（
明
治
四

二

高
塚
駅
　
　

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）

な
お
、
こ
の
幹
線
鉄
道
は
一
八
九
五
年
（
明
治
二

八
）
に
東
海
道
線
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
に

東
海
道
本
線
と
正
式
呼
称
が
変
わ
る
が
、
複
線
化
さ

れ
た
の
は
一
九
〇
六
年
で
あ
る
。

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
に
「
鉄
道
唱
歌
」
が

地
理
教
育
唱
歌
と
し
て
世
に
出
る
と
、
ま
た
た
く
間

に
全
国
津
々
浦
々
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
遠

州
の
く
だ
り
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
つ
し
か
又
も
暗
と
な
る

世
界
は
夜
か
ト
ン
ネ
ル
か

小
夜
の
中
山
　
夜
泣
き
石

問
へ
ど
も
知
ら
ぬ
よ
そ
の
空

掛
川
　
袋
井
　
中
泉

い
つ
し
か
あ
と
に
早
な
り
て

さ
か
ま
き
来
る
天
竜
の

川
瀬
の
波
に
雪
と
ち
る

こ
の
水
上
に
あ
り
と
聞
く

諏
訪
の
湖
水
の
冬
景
色

雪
と
氷
の
懸
橋
を

建設中の天竜川鉄橋 明治21年

静岡県 まで延びて きた鉄道

東京と京都を結ぶ幹線鉄道の建設計

画は、1886年 。（明治19）に中山道から

東海道に変更され、そめ年のうちに横

浜～熱田間が着工となり、翌年には早

くも静岡県東部では汽車が走り始めた。

この絵は「絵入東海新聞」明治20年4



わ
た
る
は
神
か
里
人
か

琴
ひ
く
風
の
浜
松
も

菜
種
に
蝶
の
舞
阪
も

う
し
ろ
に
走
る
隴
決
さ
を

う
た
ふ
か
磯
の
波
の
こ
え

煙
を
水
に
横
た
へ
て

わ
た
る
浜
名
の
橋
の
上

た
も
と
涼
し
く
吹
く
風
に

夏
も
の
こ
ら
ず
な
り
に
け
り

右
は
入
海
し

づ
か
に
て

窓
に
は
富
士
の
雪
し
ろ
し

左
は
遠
州
洋
ち
か
く

山
な
す
波
ぞ
砕
け
ち
る

明
治
時
代

の
汽
車
道
中

幸
田
露
伴
の
『
土
偶
木
偶
』
に
、
東
海
道
線
の
三

等
列
車
の
旅
の
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

主
人
公
に
と
っ
て
は
、
窓
の
外
の
景
色
が
次
々
に

変
わ
っ
て
い
く
の
が
、
結
構
な
絵
巻
物
に
目
を
す

べ

ら
せ
て
い
く
よ
う
で
お
も
し
ろ
い
。
汽
車
に
乗
っ
て

初
め
て
知
る
経
験
で
あ
っ
た
。

し
か
し
乗
客
た
ち
は
、
窓
の
外
な
ど
見
な
い
で
、

声
高
に
世
間
話
・
雑
談
を
交
わ
し
合
っ
て
い
る
。
株

の
上
が
り
下

が
り
を
論
じ
る
人
。
米
作
の
善
し
悪
し

を
語
る
人
。
老
婆
の
愚
痴
。
若
い
女
子
学
生
の
お
し
ゃ

べ
り
。
あ
ち
ら
で
は
赤
ん
坊
が
泣
き
、
こ
ち
ら
で
は

声
を
上
げ
て
新
聞
を
読
ん
で
い
る
…
…
。

「
旅
は
道
連
れ
」
の
庶
民
の
伝
統
は
生
き
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
平
田
久
『
新
聞
記
者
の
十
年
間
』

は
、
汽
車
旅
行
を
苦
手
と
し
た
イ
ン
テ
リ
の
話
で
あ

る
。
東
海
道
線
が
全
通
し
て
四
年
後
の
一
八
九
三
年

（
明
治
二
六
）
八
月
、
元
新
聞
記
者
の
平
田
久
は
午

後
九
時
四
五
分
の
汽
車
で
新
橋
を
発
っ
た
。

と
こ
ろ
が
「
無
聊
な
る
汽
車
中
の
長
道
中
の
苦
し

さ
」
に
、
い
い
加
減
へ
き
え
き
す
る
。
汽
車
は
進
み

言
つ
け
、

「
山
も
動
き
、
野
も
動
き
、
月
も
動
き
、
草
も
動

浜松駅からの発車時刻表 明治37年

明治時代の車内のようす



き
、
家
も
動
き
、
人
も
動
き
、
橋
も
動
き
、
墓
碑
も

動
き
…
…
」

し
か
し
彼
は
と
い
え
ば
、

「
身
は
依
然
と
し
て
板
の
椅
子
に
倚
り
た
る
ま
ま

一
歩
も
動
か
し
得
ず
、
起
き
る
に
も
起
き
ら
れ
ず
、

眠
る
に
も
眠
ら
れ
ず
候
」

と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
つ
い
に
は
、

「
飽
く
ま
で
文
明
を
呪
う
」

と
、
こ
の
イ
ン
テ
リ
は
こ
ぼ
す
の
で
あ
る
。

よ
う
や
く
翌
朝
、
浜
松
の
ホ
ー
ム
で
顔
を
洗
い
、

弁
当
を
買
う
…
…
。

東
海
道
線
を
二
〇
時
間
か
け
て
乗
り
つ
づ
け
た
時

代
、
大
き
な
駅
で
は
停
車
時
間
が
長
く
、
ホ
ー
ム
で

ゆ
っ
く
り
顔
を
洗
っ
た
り
（
鏡
と
水
道
の
蛇
口
が
あ

る
洗
顔
設
備
が
あ
っ
た
）
、
弁
当
を
買
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

鉄
道
開
通
後
、
旧
街
道
は
さ
び
れ
た

鉄
道
が
走
る
よ
う
に
な
る
と
、
か
つ
て
の
徒
歩
に

よ
る
旅
は
、
た
ち
ま
ち
昔
の
こ
と
と
し
て
忘
れ
ら
れ

て
い
っ
た
。

と
り
わ
け
鉄
道
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
街
道
筋
の
宿

場
は
、
さ
び
れ
る
一
方
で
あ
っ
た
。
す
で
に
人
力
車

や
乗
合
馬
車
が
旅
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
江
戸
時

代
の
よ
う
に
わ
ら
じ
を
履
い
て
街
道
を
ひ
た
す
ら
歩

き
な
が
ら
、
宿
に
泊
ま
る
旅
人
は
少
な
く
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

い
ま
や
鉄
道
や
汽
船
を
利
用
し
て
、
世
界
を
も
ひ

と
ま
た
ぎ
に
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、

わ
ら
じ
を
履
い
て
五
十
三
次
を
丁
寧
に
歩
く
な
ど
、

変
わ
り
者
扱
い
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
昔
者
の
気
質

遠江国浜名郡浜松町全図 明治41年 遠江国浜名郡浜松町全図 明治35年



は
、
も
は
や
時
代
遅
抂
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
な
か
に
は
「
余
程
物
好
き
の
旅
人
」

が
、
律
儀
回
礼
卜
三
次
を
歩
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

言
追
中
は
m
凵
と
違
っ
て
、
行
き
交
う
旅
人
と
て
も
な

く
、
歩
け
ど
も
歩
け
ど
も
寂
し
い
道
か
少
な
く
な
か
っ

た
。
山
道
で
は
、
問
こ
え
る
の
は
山
鳩
の
声
と
、
川

の
卜囗
ば
か
り
。
夢
に
も
人
に
会
わ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
寂
し
さ
に
肝
を

勹
よ
し
、

「
こ
ん
な
淋
し
い
所
を
ど
う
マ
ア
越
え
て
行
か
れ
る

も
の
か
、
東
京
ま
で
杵
か
ぬ
見
回
錣
の
餌
食
に
で
も

な
っ
て
…い
む
ら
の
中
へ
骨
ば
か
り
残
さ
れ
て
…
…
」

と
、
恐
ろ
し
く
な
る
。
そ
し
て
出
会
っ
た
の
は
錣

で
は
な
く
、
二
人
組
の
追
剥
で
あ
っ
た
。

（
晉
庭
回
村
「
走
馬
燈
」

産
業
都
市
浜
松
の
基
盤
が
つ
く
ら
れ
る

鉄
道
の
問
通
は
、
遠
州
に
人
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
そ
の

▽
勹
が
、
浜
松
の
発
展
で
あ
る
。
近
代

の
象
徴
で
あ
る
鉄
道
は
、
地
域
㈲
発
を
見
導
卞
る
役

割
を
米
だ
し
た
。

当
時
の
浜
松
停
車
場
は
、
前
心
も

述
べ
た
よ
う
匚
中
心
街
か
ら

敲
且
て
い
て
、
ま
わ
り
に
は

水
川
や
蓮
池

が
囗
ｙ
バ

た
。

七
刀
停
車
場
を
起
点
に
、

コ
ハ
ハ
ハ

年
（
明
治
二

匸

か
ら

匸
八
九
L
年
（
明
治
三

〇
）
に
か
け
て
道
路
の
新
設
・

整
備
が
行
わ
れ
た
。
巾
街
の

中
心
道
路
で
あ
る
束
海
道

（
国
道
）
と
駅
前
を
結
ぶ
新

I

浜
松

の

工
場
誘

致
第

一
号

主

な
私
鉄
の
国
有
化
が
行

わ
れ
た
明

治
後
期

か
ら
、
東
海
道
沿
線
に
大
き
な
車
両
修
理
工
場

を
つ

く
る
計
画
が
、
ひ
そ
か
に
検
討
さ
れ
て

い

た
名
古
屋
と
浜
松
が
候
補
に
あ
が
り
、
そ
の
情

報
を
入
手
し
た
浜
松
町
（
当

時
）
は
、
早
速
、

誘
致
の
運
動
を
始
め
た
。

名
古
屋
は
敷
地
難
で
浜
松
に
内
定
し
、
町
で

は
鉄
道
と
地
主
の
間
に
立
っ
て
用
地
買
収
を
斡

旋
し
、
一
部
は
整
地
も
進
め
て

い
た
。
と
｝
』ろ

が
内
閣
が
代
わ
っ
て
（
第
二
次
桂
太
郎
内
閣
）

状
況

が
一
変
し
た
。
浜
松
は
位
置
が
悪
い
と
し

て
、
計
画
中
止
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

浜
松
町
で
は
地
元
出
身
の
政
治
家
、
町
長
、

各
町
代
表
ら
が
、
工
場
設
置
を
要
望
す
る
猛
烈

な
運
動
を
始
め
た
。
あ
る
と
き
は
町
長
を
先
頭

に
総
勢

】
五
〇
Λ
が
上
京
、
首
相
官
邸
な
ど
に

陳
情
す
る
一
一
と
I
週
間
に
お
よ

ん
だ
。
当
時
は

集
団
行
動
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
上
京
す

る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
変
装
し
て
分
散
し
、

掛
川
、
袋
井
、
中
泉
、
浜
松
、
舞
阪
、
新
居
か

ら
汽
車
に
乗
り
込
ん
だ
と
い
う
。

結
局
、
当
初
計
画
よ
り
縮
小

さ
れ
た
が
浜
松

に
設
置
が
決
ま
り
、
市
制
が
施
行
さ
れ
た
翌
年

の
一
九

コ
一
年
（
大
正

匸

、
鉄
道
院
浜
松
工
場

が
創
業

と
な
っ
た
。
東
海
道
線
を
走
る
機
関
車

を
専
門
に
修
理
す
る
工
場
で
、
当
初
の
従
業
員

は
二
〇
〇
人
弱
で
あ
っ
た

。

そ
の
場
所
は
浅
場
村
（
現
、
西
伊
場
町
）
で
、

当
時
は
見
渡
す
か
ぎ
り
田
ん
ぼ
の
寒
村
た
っ
た

工
場

か
ら
菅
原
ま
で
の
道
（
雄
踏
街
道
）
　に
は

数
軒
の
農
家
し
か
な
く
、
追
利
か
出
る
よ
う
な

田
舎
道
で
あ
っ
た

。
従
業
員
は
全
国
各
地
の
出

身
者
で
、
通
勤
は
カ
ス
リ
の
着
物
に
手
弁
当

と

い
う
姿
た
っ
た
。。

し

か
し
従
業
員
は
東
京
の
養
成
工
場
で
必
要

な
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
浜
松
工
場
は
当

時
の
最
新
の
設
備
を
備
え
、
作
業
方
法
も
他
で

足踏み式織機
－一一一一・一一一一一一……
織 物 工 場 大 正 時 代



道
、
田
町
角
か
ら
停
車
場
へ
出
る
新
道
、
板
屋
町
か

ら
停
車
場
へ
通
じ
る
新
道
な
ど
が
そ
う
で
、
い
ず
れ

も
そ
れ
ま
で
に
な
い
道
幅
の
広
い
道
路
だ
っ
た
。
在

来
の
道
路
で
拡
幅
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
踏
切
、

橋
な
ど
も
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
浜
松
に
通
じ
る
姫
街
道
、
笠
井
街
道
、

掛
塚
街
道
、
二
俣
西
街
道
、
宇
布
見
街
道
な
ど
も
、

拡
幅
、
改
修
、
橋
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
県
道
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
県
道
が
、
後
に
乗
合
馬
車
、
軽
便
鉄

道
、
自
動
車
な
ど
の
発
展
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と
に

な
る
。
浜
松
に
町
制
が
施
行
さ
れ
た
の
が
、
東
海
道
線
が

開
通
し
た
一
八
八
九
年
の
四
月
で
、
そ
の
時
点
で
の

人
口
が
一
万
三
六
二
四
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら

二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
豊
田
佐
吉
ら
に
よ
る
織

機
の
発
明
が
あ
り
、
ま
た
日
本
形
染
や
日
本
楽
器
や

帝
国
制
帽
な
ど
、
大
き
な
資
本
に
よ
る
近
代
的
工
場

が
浜
松
に
で
き
た
。
銀
行
な
ど
金
融
機
関
も
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
遠
州
織
物
組
合
な
ど
産
業
組
合
が
つ
く
ら

れ
、
後
に
み
る
よ
う
に
郊
外
鉄
道
が
走
り
け
じ
め
、

動
力
の
電
気
化
、
ガ
ス
の
供
給
、
国
鉄
浜
松
工
場
の

設
置
な
ど
が
進
ん
だ
。

こ
う
し
て
浜
松
に
、
産
業
都
市
と
し
て
発
展
す
る

基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

浜
松
と
対
照
的
と
も
い
え
る
の
は
、
東
海
道
線
か

ら
離
れ
た
笠
井
で
あ
る
。
も
と
も
と
笠
井
は
、
西
遠

地
方
（
平
野
部
・
天
竜
川
沿
い
）
の
物
資
集
散
の
中

心
で
あ
り
水
陸
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
。
そ
れ
が
東
海

道
線
の
開
通
と
浜
松
の
発
展
に
つ
れ
て
、
相
対
的
に

笠
井
の
地
盤
沈
下

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
浜
松

の
ほ
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
地
方
行
政
の
中
心
・
宿
場

町
の
機
能
に
加
え
て
、
物
資
集
散
地
と
し
て
の
新
し

い
機
能
も
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

浜
松
に
か
ぎ
ら
ず
、
停
車
場
が
で
き
た
町
は
新
し

い
発
展
の
き
っ
か
け
を
つ
か
み
、
運
送
店
、
倉
庫
、

新
聞
発
売
店
、
銀
行
、
商
店
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
開

業
し
た
。

鉄
道
の
開
通
に
よ
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化
は
、

天
竜
川
河
口
の
掛
塚
港
に
み
る
よ
う
に
、
舟
運
が
衰

退
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
4

章
で
述
べ
た
。

見
ら
れ
な
い
ほ
ど
進
ん
で
い
た
。
こ
の
地
方
で

は
比

べ
る
も
の
の
な
い
高
度
の
技
術
を
持
っ
た

鉄
工
場
で

あ
り
、
幹
部
職
員
に
は
高
等
官
や
判

任
官
も
い
て
、
金
モ
ー
ル
の
服
に
サ
ー
ベ
ル
と

い
う
い
で
た
ち
だ
っ
た
。

こ
の
国
鉄
浜
松
工
場
は
、
浜
松
に
機
械
工
業

が
つ

ぎ
つ
ぎ
に
起
こ
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
の
後
も
こ
の
地
方
の
技
術
の
発
達
と
工

業
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
参
考
「
広
報

は
ま
ま
つ
」
一
八
〇

二

八
一

号
）

糸車

鉄道院浜松工場



第
6
章
　
鉄
道
時
代
の
幕
開
け

2
　
馬
車
鉄
道
が
走
る

新
し
く
登
場
し
た
交
通
機
関

乗
合
馬
車
に
つ
づ
い
て
、
や
や
遅
れ
て
登
場
し
た

の
が
馬
車
鉄
道
だ
っ
た
。
人
力
車
や
乗
合
馬
車
と
は

違
っ
て
、
軌
道
の
上
を
走
る
乗
り
物
で
あ
る
。
地
方

鉄
道
に
先
行
す
る
交
通
機
関
で
、
鉄
道
よ
り
も
投
資

額
は
比
較
的
少
な
く
て
よ
か
っ
た
。

わ
が
国
で
最
初
の
馬
車
鉄
道
は
一
八
七
一
年
（
明

治
四
）
か
ら
、
大
阪
造
幣
局
と
波
止
場
の
間
を
走
っ

た
。
こ
れ
は
官
用
で
特
別
な
利
用
例
で
あ
る
。

一
般
の
交
通
機
関
と
し
て
最
初
の
馬
車
鉄
道
は
、

東
京
の
新
橋
～
日
本
橋
間
に
出
現
し
た
。
東
京
馬
車

鉄
道
会
社
が
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
か
ら
運
行

し
は
し
め
た
も
の
で
、
馭
者
が
二
頭
の
馬
を
操
っ
て
、

敷
設
さ
れ
た
レ
ー
ル
上
を
客
車
を
ひ
い
て
走
っ
た
。

定
員
は
二
四
～
二
八
人
で
、
車
掌
が
乗
り
込
ん
で
い

た
。馬
車
鉄
道
は
、
新
し
く
登
場
し
た
都
市
交
通
機
関

だ
っ
た
。
レ
ー
ル
は
、
比
較
的
状
態
も
よ
く
道
輻
も

あ
る
都
市
の
道
路
に
敷
設
さ
れ
た
。

こ
の
馬
車
鉄
道
の
軌
道
が
、

後
に
大
都
市
で
は
路
面
電
車
に

発
展
し
て
い
く
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）

京
都
電
気
鉄
道

一
九
八
九
年
（
明
治
三

二
　

名
古
屋
電
気
鉄
道

と
い
う
よ
う
に
、
路
面
電
車

は
早
く
か
ら
出
現
し
、
都
市
内

の
交
通
の
中
心
機
関
に
な
っ
て

い
っ
た
。

一
方
、
地
方
で
は
、
人
力
車

や
乗
合
馬
車
で
間
に
合
っ
て
い

た
。
地
方
都
市
で
は
レ
ー
ル
を

敷
設
で
き
る
ほ
ど
道
路
状
態
は

よ
く
な
か
っ
た
か
ら
、
馬
車
鉄

道
の
登
場
は
か
な
り
遅
か
っ
た
。

全
国
的
な
デ
ー
タ
で
は
大
正

時
代
の
初
め
二

九

匸
一
年
頃
）

城東馬車鉄道 堀之内駅前　明治末



が
馬
車
鉄
道
の
最
盛
期
で
、

会
社
数
　
　
　
　

四
〇
社

路
線
延
長
　
　

四
八
〇
い

車
両
数
　
　

二

三

一
両

馬
　
　
　
　
　
一
　一
〇
〇
頭

で
あ
っ
た
。

ま
た
馬
車
鉄
道
と
路
面
電
車
と
が
運
ん
だ
一
日
当

た
り
の
利
用
客
数
を
み
る
と
、

一
八
九
八
年
（
明
治
三

二
　
　
一
〇
・
一
万
人

一
九
〇
八
年
（
明
治
四

二
　

五
七
・
七
万
人

一
九

二
一
年
（
大
正

二
　
　
一
〇
八
・
一
万
人

と
な
っ
て
い
る
。
馬
車
鉄
道
と
路
面
電
車
の
発
達

で
最
も
手
痛
い
打
撃
を
受
け
た
の
が
人
力
車
だ
っ
た
。

遠
州
で
最
初

の
馬
車
鉄
道

東
海
道
線
が
開
通
し
て
堀
之
内
（
現
、
菊
川
）
停

車
場
が
開
業
し
た
の
を
梭
に
、
南
部
方
面
と
の
交
通

の
便
を
よ
く
す
る
た
め
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）

に
堀
之
内
～
池
新
田
に
里
道
が
開
通
し
た
。
こ
の
道

を
馬
車
が
客
を
乗
せ
て
走
り
は
じ
め
る
が
、
こ
れ
は

ま
だ
馬
車
鉄
道
で
は
な
く
、
。
が
夕
馬
車
”
と
い
わ
れ

た
客
馬
車
で
あ
る
。

こ
の
堀
之
内
池
新
田
往
還
（
一
九
〇
八
年
か
ら
県

道
）
の
開
通
に
刺
激
さ
れ
て
、
一
八
九
八
年
（
明
治

三
一
）
に
城
東
馬
車
鉄
道
㈱
が
設
立
さ
れ
、
堀
之
内

か
ら
南
山
（
現
、
小
笠
町
）
ま
で
の
九
・
三
五
j

に

軌
間
六
〇
六
い
の
軌
道
を
敷
い
た
。
そ
し
て
翌
年
八

月
一
日
、
そ
の
軌
道
上
を
、
遠
州
で
初
め
て
の
馬
車

鉄
道
が
走
り
は
し
め
た
。

全
通
式
の
当
日
に
は
、
各
停
車
所
に
ア
ー
チ

が
つ

く
ら
れ
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
各
地
か
ら
見
物

人
が
集
ま
っ
た
。
地
元
の
喜
び
は
た
い
へ
ん
な
も
の

だ
っ
た
。

こ
の
馬
車
鉄
道
は
、
所
要
時
間
は
約
一
時
間
だ
っ

た
か
ら
、
時
速
は
I
〇
j
程
度
で
人
が
ゆ
っ
く
り
走

る
く
ら
い
の
速
度
だ
っ
た
。

停
車
所
は
一
四
あ
っ
た
が
、
ど
こ
に
い
て
も
手
を

上
げ
る
と
止
ま
っ
て
客
を
乗
せ
た
。

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
に
つ
く
ら
れ
た
鉄
道

馬
車
唱
歌
（
平
田
小
学
校
長
塚
本
松
平
作
詩
）
は
、

沿
線
風
景
を
次
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
。

城東馬車鉄道 堀之内駅前　大正初



二

番
）

振
鈴
一
声
堀
之
内

は
や
わ
が
馬
車
は
離
れ
た
り

小
笠
の
山
に
入
り
残
る

月
を
旅
路
の
友
と
し
て

（
二
番
）

五
丁
目
停
車
も
時
の
間
に

馳
せ
出
す
馬
車
の
お
も
し
ろ
さ

道
も
平
ら
に
快
く

た
ち
ま
ち
来
る
三
軒
家

（
四
番
）

流
れ
も
清
き
菊
川
を

過
ぐ
れ
ば
早
も
円
通
寺

下
る
左
は
横
地
村

藤
谷
の
神
社
も
ほ
ど
近
し

と
こ
ろ
で
、
南
山
か
ら
南
部
の
中
心
地
・
池
新
田

ま
で
の
間
に
は
山
地
が
あ
る
。
こ
の
た
め
軌
道
を
池

新
田
ま
で
延
長
で
き
ず
、
こ
れ
が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
た
。
南
山
で
馬
車
鉄
道
を
降
り
て
、
新
池
田

ま
で
馬
車
に
乗
り
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
接
続
も
悪
く
不
便
た

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
利
用
客
は
し
だ

い
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
現
在
で

み
る
と
、馬
　
　
　

匸
一
頭

車
両
　
　
一
八
台

で
営
業
し
、
年
間
の
利
用
客
は
約
七

万
五
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
。

堀
之
内
軌
道
の
苦
戦

大
正
時
代
に
入
る
と
、
南
遠
で
も
い
く
つ
か
の
軌

道
建
設
計
画
が
出
て
き
た
。
た
と
え
ば
堀
之
内
か
ら

地
頭
方
（
現
、
相
良
町
）
ま
で
軽
便
鉄
道
を
敷
設
し

よ
う
と
し
た
東
遠
鉄
道
。
同
じ
く
堀
之
内
か
ら
地
頭

方
を
経
て
相
良
ま
で
の
軌
道
建
設
を
計
画
し
た
南
山

相
良
間
軌
道
。
こ
れ
ら
の
発
起
人
た
ち
は
、
城
東
馬

車
鉄
道
の
買
収
を
計
画
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
実

現
せ
ず

。
ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道
”
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
沿
岸
地
帯
に
、
中
遠
鉄
道
（
明
治
四
丑

年
設
立
）
、
藤
相
鉄
道
（
明
治
四
四
年
設
立
）
な
ど
の

延
長
計
画
・
新
線
計
画
も
あ
っ
た
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
な
っ
て
、
城
東
馬
車

鉄
道
㈱
は
経
営
悪
化
を
克
服
す
る
た
め
、
路
線
の
御

前
崎
ま
で
の
延
長
と
、
蒸
気
機
関
車
の
導
入
を
実
現

す
べ
く
資
本
力
を
強
化
し
、
社
名
を
御
前
崎
軌
道
㈱

と
改
め
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
二
年
後
に
、
東
遠
自
動
車
運
輸
㈱

（
翌
年
、
池
新
田
自
動
車

「オット」｜号機関車と同型機関車



㈱
と
こ
ろ
）
が
設
廴
さ
札
、
川
之
内
卜
瓶
新
川

問
に
泉
ヘ
リ
囗
動
巾
を
走
ら
せ
は
し
め
た
。
ま
た

池
新
川
～
地
頭
方
問
に
も
路
線
を
延
ば
し
た
。

泉（
目
白
動
車
は
肖
時
は
い
ず
れ
も
フ
才
I
ド
、
シ

ボ
レ
ー
、
ビ
ュ
イ
ッ
ク
々
ど
の
輸
入
車
で
あ
る
。

そ
の
ス
ヒ
ー
ド
や
泉
り
心
地
は
、
馬
車
鉄
道
の
そ

且
を
は
る
か
に
匚
川
つ
だ
。

こ
札
目
対
抗
す
る
た
め
に
御
前
崎
軌
道
㈱
は
、

一
九
匸
二

年
（
人
正
一
〇
）
に
改
組
し
て
堀
之
内
軌

道
運
輸
㈱
と
し
、
念
願
で
あ
っ
た
堀
之
内
土
池
新
川

問
を
一
九
二
四
年
（
犬
止
一
二
）
目
今
通
さ
せ
、
ま

た
動
力
に
は
馬
を
や
め
て
日
本
で
初
め
て
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車
を
使
川
し
は
し
め
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
、
ド
イ
ツ
発
動
機
製
造
㈱

か
ら
あ
い
つ
い
で
輸
人
さ
れ
、
一
九
二

斤
年
（
昭
和

一
〇
）
ま
で
六
両
が
使
川
さ
且
「
オ
ッ
ト
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
た
。
ち
な
み
に
オ
ッ
ト

ー
‥冫
機
関
車
は

重
量
二二
・
五
∠
、
長
さ
三
・
三
回
、
輻
八
〇

プ
、

」

四
馬
力
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
、
二
号
機
以

後
は
形
や
出
力
が
や
や
人
き
く
な
っ
た
も
の
の
、
馬

力
か
弱
か
っ
た
。
ま
た
故
障
・
脱
線
も
多
か
っ
た
た

ドイツ社のディーゼル機関車広告

城東馬車鉄道の料金表と時刻表



め
、
し
だ
い
に
乗
合
自
動
車
に
客
を
奪
わ
れ
て
い
っ

た
。も
っ
と
も
、
堀
之
内
軌
道
で
も
軌
道
と
並
ん
で
、

自
動
車
も
走
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
先
に
述

べ
た
池
新
田
自
動
車
そ
の
ほ
か
の
会
社
を
買
収
し
て

乗
合
自
動
車
の
営
業
を
行
う
と
と
も
に
、
貨
物
自
動

車
、
貸
切
り
自
動
車
も
営
業
し
、
路
線
を
し
だ
い
に

拡
大
し
て
順
調
に
推
移
し
て
い
た
。

軌
道
の
ほ
う
は
便
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
。
会
社
経
営
は
軌
道
よ
り
自
動
車

に
重
心
が
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
経
営
状
態
が
好
転
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら

ず
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
に
軌
道
は
廃
業
と

な
る
。
そ
し
て
バ
ス
路
線
だ
け
と
な
っ
た
堀
之
内
軌

道
㈱
は
、
藤
相
鉄
道
㈱
に
買
収
さ
れ
た
。

な
お
、
藤
相
鉄
道
は
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に

藤
枝
か
ら
川
崎
ま
で
路
線
を
延
ば
し
、
そ
の
三
年
後

に
は
さ
ら
に
相
良
ま
で
延
長
し
て
い
た
。

秋
葉
馬
車
鉄
道

東
海
道
線
が
開
通
し
て
か
ら
、
浜
松
を
け
じ
め
沿

線
各
地
は
し
だ
い
に
活
況
を
み
せ
て
発
展
し
は
じ
め

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
森
町
地
方
は
、
交
通
も
流
通

も
相
変
わ
ら
ず
街
道
を
歩
く
か
、
人
力
車
か
、
馬
の

背
に
頼
る
か
、
舟
あ
る
い
は
荷
車
を
利
用
す
る
か
で

あ
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
か
ら
乗
合
馬
車
は
走
り
は

じ
め
て
い
た
が
、
文
明
開
化
の
時
代
の
波
に
取
り
残

さ
れ
ま
い
と
す
る
人
々
の
願
い
は
切
実
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
地
元
の
交
通
の
便
利
と
交
易
の
隆
盛
を

図
ろ
う
と
し
て
、
森
町
に
本
拠
を
か
ま
え
た
秋
葉
馬

車
鉄
道
㈱
が
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
、
森
町
か
ら

東京馬車鉄道

秋葉馬車鉄道



東
海
道
線
袋
井
駅
ま
で
の
約

匸
二
い
に
軌
道
を
敷
き
、

馬
車
鉄
道
を
走
ら
せ
は
し
め
た
。

こ
れ
は
森
町
方
面
と
東
海
道
線
と
を
結
ぶ
便
利
な

連
絡
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
袋
井

か
ら
馬
車
鉄
道
で
森
へ
、
森
か
ら
乗
合
馬
車
に
乗
り

換
え
て
犬
居
へ
、
と
い
う
よ
う
な
行
程
も
可
能
に
な
っ

た
。ま
た
、
こ
の
路
線
は
秋
葉
街
道
の
一
つ
で
あ
り
、

近
く
に
可
睡
斉
が
あ
る
。
火
除
け
・
弾
除
け
の
信
仰

を
集
め
る
可
睡
斉
に
は
、
日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
参

詣
者
が
急
増
し
た
か
ら
、
や
が
て
可
睡
斉
ま
で
の
支

線
も
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
参
詣
の
足
と
し
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
軽
便
鉄
道
法
が
地
方

鉄
道
法
に
改
め
ら
れ
、
動
力
を
機
械
力
と
す
る
こ
と
、

軌
間
を
原
則
と
し
て
三
フ
ィ
ー
ト
六
勹
（
一
〇
六
七

い
。
秋
葉
馬
車
鉄
道
の
軌
間
は
ニ
フ
ィ
ー
ト
六
黝
＝

七
六
二
い
だ
っ
た
）
と
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

た
。こ
れ
に
対
応
し
て
秋
葉
馬
車
鉄
道
㈱
は
一
九
二
〇

年
（
大
正
九
）
、
秋
葉
鉄
道
㈱
と
改
組
さ
れ
、
袋
井
～
山

梨
間
の
電
化
を
計
画
し
た
。
す
で
に
こ
の
地
方
に
も

自
動
車
が
登
場
し
て
人
や
貨
物
の
輸
送
を
開
始
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
電
化
に
よ
っ
て
輸
送
力
を
増
強
す

る
こ
と
は
急
務
だ
っ
た
。

し
か
し
資
金
力
が
不
足
し
、
し
か
も
第
一
次
大
戦

後
の
不
況
に
直
撃
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
同
社
は
一
九

匸

一
年
（
大
正
一

二

に
駿
遠
電
気
㈱
と
合
併
、
そ

の
翌
年
、
駿
遠
電
気
㈱
は
静
岡
電
気
鉄
道
㈱
と
社
名

を
改
め
、
袋
井
～
山
梨
間
を
電
化
し
て
電
車
を
走
ら

せ
る
よ
う
に
な
る
。

I

人

が
押

し
た

中
泉
軌

道

天
竜
川
東
岸
の
池
田
で
は
、
船
で
運
ば
れ
て

き
た
材
木
や
鉱
石
を
荷
揚
げ
す
る
と
、
馬
車

や

荷
車
で
中
泉
停
車
場
ま
で
運
ん
で
い
た
。

し
か
し
輸
送
の
能
率
が
上
が
ら
ず
、
一
九
〇

九
年
（
明
治
四
二
）
に
中
泉
軌
道
が
開
業
し
た
。

東
海
道
の
路
上
を
、
池
田
橋
の
た
も
と
か
ら
中

泉
停
車
場
ま
で
、
約
九
j
の
軌
道
で
あ
る
。
こ

の
軌
道
を
敷
く
た
め
東
海
道
の
南
側
の
松
並
木

が
切
り
倒
さ
れ
た
。

中
泉
軌

道
は
馬
車
鉄
道
の
車
両
を
小
型
軽
量

化
し
て
、軌
道
上
を
人
力
で
押
す
大
車
だ
っ
た
。

貨
物
ば
か
り
で
な
く
大
も
乗
せ
た
。
貨
物
な
ら

一
～

ニ
プ
を
積
載
し
、
大
な
ら
五
～

六
人
乗
せ

る
こ
と
が
で

き
た
が
、
い
ず
れ
も
人
間
が
押
す

の
で
大
変
な
重
労
働
だ
っ
た
。
し
か
も
速
度
は

当
然
な
が
ら
歩
く
よ
り
遅
か
っ
た
。

こ
の
会
社

は
大
正
に
大
っ
て
中
泉
軌
道
運
送

㈱
と
な
り
、
昭
和
に
大
っ
て
中
泉
運
送
㈱
、
さ

ら
に
中
泉
合
同
運
送
㈱
と
な
る
。
客
車
は
一
九

二
八
年
（
昭
和
三
）

ま
で
営
業
が
行
わ
れ
、
そ

の
五
年
後
に
は
｝一
の
軌
道
は
廃
止
さ
れ
た
。

昭和初期の秋葉総本殿 大正中期の中泉停車場



第
6
章
　
鉄
道
時
代
の
幕
開
け

3
　
軽
便
鉄
道
が
ん
ば
る

地
域
社
会
の
足
と
し
て
の
軽
便

日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
、
鉄
道

国
有
法
が
公
布
さ
れ
、
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
、
関

東
、
関
西
、
山
陽
、
四
国
、
九
州
な
ど
全
国
の
幹
線

鉄
道
網
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
私
鉄
一
七
社
が
買
収
・

国
有
化
さ
れ
た
。

こ
の
国
有
化
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
鉄
道
の
主
要

幹
線
網
の
骨
格
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
全
国
各
地
域
に
、
私
鉄
建
設
の

機
運
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
明
治
一
〇
年
代
後
半
に
つ

づ
く
、
第
二
次
の
私
鉄
建
設
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
第
一

次
に
比
べ
て
ブ
ー
ム
は
広
範
囲
に
お
よ
び
、
ま
た
地

域
性
が
よ
り
明
確
で
あ
っ
た
。

そ
の
機
運
の
中
で
、
た
と
え
ば
甲
州
出
身
の
事
業

家
m

宮
敬
次
郎
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
私
鉄
の
建

設
を
進
め
、
。
鉄
道
王
”
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
人

物
も
現
れ
た
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
は
軽
便
鉄
道
法
が

公
布
・
施
行
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
け
る
小
規
模
な

鉄
道
の
建
設
が
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

軽
便
鉄
道
は
、
狭
軌
（
一
〇
六
七
、ド
）
よ
り
も
狭

い
軌
間
の
小
型
の
鉄
道
を
い
う
。
英
国
で
す
で
に
一

九
世
紀
前
半
に
登
場
し
、
鉱
石
の
運
搬
な
ど
に
活
躍

し
て
い
た
が
、
日
本
に
は
一
八
八
〇
年
（
明
治

匸
二
）

に
最
初
の
軽
便
鉄
道
が
お
目
見
え
し
て
い
る
。
釜
石

鉄
道
が
そ
う
で
、
英
国
か
ら
輸
入
し
た
小
型
の
蒸
気

機
関
車
が
、
鉱
石
を
輸
送
し
て
い
た
。

軽
便
鉄
道
も
軌
道
上
を
走
る
が
、
動
力
は
馬
の
力

で
は
な
く
蒸
気
機
関
な
ど
機
械
力
で
あ
る
。
し
か
し

普
通
の
鉄
道
に
比
べ
、
建
設
が
容
易
で
、
資
金
的
に

も
手

が
け
や
す
か
っ
た
か
ら
、
地
域
社
会
の
交
通
の

足
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め
た
。
そ
う
し
た
地
域

で
は
、す
で
に
乗
合
馬
車
や
、
そ
れ
に
つ
づ
く
馬
車
鉄

道
が
、
軽
便
鉄
道
の
敷
設
の
下
地
を
つ
く
っ
て
い
た
。

浜
松
地
方
に
初
め
て

の
私
鉄
が
出
現

甲
州
財
閥
の
巨
頭
雨
宮
敬
次
郎
は
、
い
く
つ
も
の

雨宮敬次郎（1846～19 囗）



私
鉄
の
役
員
を
務
め
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）

の
鉄
道
国
有
化
後
は
関
東
を
中
心
に
各
地
に

。
蒸
気

軌
道
”
（
軽
便
鉄
道
、
軌
間
七
六
二
い
）
を
敷
設
し
つ

つ
あ
っ
た
。

。
鉄
道
王
”
と
い
わ
れ
た
雨
宮
は
、
浜
松
地
方
に
も

鉄
道
建
設
の
機
運
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
浜
松
商

業
会
議
所
（
当
時
）
の
役
員
ら
地
元
有
力
者
と
図
り
、

浜
松
鉄
道
㈱
の
設
立
に
動
い
た
。

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
四
月
、
内
務
大
臣
か

ら
浜
松
鉄
道
敷
設
の
認
可
が
下
り
た
。
翌
五
月
、
東

京
の
雨
宮
軽
便
鉄
道
部
で
、
浜
松
鉄
道
㈱
の
設
立
発

起
人
総
会

が
開
か
れ
た
。
発
起
人
に
は
雨
宮
の
ほ
か
、

地
元
有
力
者
の
石
岡
孝
平
、
中
村
忠
七
、
林
弥
卜
郎

ら
、
合
計
九
名
が
名
を
つ
ら
ね
た
。

同
社
は
当
初
、
次
の
二
路
線
を
一
九
〇
七
年
末
ま

で
に
敷
設
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

浜
松
～
二
俣
（
鹿
島
線
）

浜
松
～
中
ノ
町
（
中
ノ
町
線
）

し
か
し
、
線
路
用
地
の
数
次
に
わ
た
る
変
更
手
続

き
な
ど
で
、
計
画
よ
り
遅
れ
た
。

翌
一
九
〇
八
年
（
明
治
四

二

八
月
、
大
日
本
軌

道
㈱
（
社
長
雨
宮
敬
次
郎
）

が
設
立
さ
れ
る
と
、
浜

松
鉄
道
㈱
も
こ
れ
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大

日
本
軌
道
㈱
浜
松
支
社
（
支
社
長
石
岡
孝
平
）
と
な
っ

た
。こ
の
大
日
本
軌
道
㈱
に
は
、
全
国
で
八
社
が
傘
下

に
加
か
っ
た
。
静
岡
県
で
は
浜
松
鉄
道
㈱
の
ほ
か
に

熱
海
鉄
道
㈱
、
静
岡
鉄
道
㈱
が
加
わ
っ
た
。

〔
中
ノ
町
線
〕

大
日
本
軌
道
㈱
浜
松
支
社
は
、
た
だ
ち
に
先
の
計

画
路
線
の
工
事
完
成
を
図
り
、

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
三
月

馬
込
～
中
ノ
町
（
五
・
二
い
）
開
通

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
　匸
一
月

馬
込
～
南
新
町
（
〇
・
五
j

）
開
通

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
三
月

南
新
町
～
板
屋
町
（
〇
・
五
い
）
開
通

中
ノ
町
村
地
内
（
〇
・
六
い
）
延
長

と
、
あ
い
つ
い
で
開
通
さ
せ
、
一
九
一
〇
年
（
明

治
四
三
）
に
中
ノ
町
線
（
浜
松
～
中
ノ
町
）
は
全
通

し
た
。

大日本軌道鹿島線の小型蒸気機関車
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中
ノ
町
は
、
天
竜
川
西
岸
沿
い
の
町
で
あ
る
。
上

流
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
木
材
、
鉱
石
な
ど
の
荷
揚
げ

場
と
し
て
活
気
が
あ
り
、
東
海
道
線
の
天
竜
川
駅
に

も
近
い
。

遠
州
で
最
初
の
軽
便
鉄
道
と
な
っ
た
こ
の
中
ノ
町

線
は
、
旧
東
海
道
の
南
側
の
松
並
木
を
伐
採
し
た
跡

地
と
路
面
を
一
部
利
用
し
て
敷
設
さ
れ
た
。
小
型
の

雨
宮
式
蒸
気
機
関
車
が
客
車
一
両
を
牽
引
し
て
、
松

並
木
を
黒
煙
を
上
げ
な
が
ら
時
速
約

匸

ジ

で
の
ん

び
り
と
走
っ
た
。

〔
鹿
島
線
〕

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
　匸
一
月

板
屋
町
～
鹿
島

二

七
・
七
い
）
開
通

鹿
島
線
が
開
通
し
た
日
は
、
中
ノ
町
線
の
馬
込
～
南

新
町
間
が
開
通
（
馬
込
川
に
架
橋
）
し

た
日
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
鹿
島
線
は
、
浜
名
平
野
を
南
北

に
縦
貫
す
る
二
俣
西
街
道
を
北
上
し
、

浜
北
を
経
て
、
鹿
島
に
い
た
る
。
人
口

密
度
が
高
く
産
業
も
盛
ん
な
沿
線
一
〇

か
町
村
を
結
び
、
停
車
場
・
停
留
所
は

一
七
、
全
長
約
一
八
ご
と
遠
州
で
も
最

長
の
路
線
と
な
っ
た
。

中
ノ
町
線
も
鹿
島
線
も
、
浜
松
側
の

起
点
は
板
屋
町
だ
っ
た
。
両
線
は
板
屋

町
で
接
続
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
地
図

を
見
る
と
、
開
通
す
る
ま
で
は
板
屋
町

一
帯
は
田
ん
ぼ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
が
開
通
後
数
年
を
経
な
い
で
、

浜
松
で
も
っ
と
も
繁
華
な
街
並
み
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
笠
井
線
＝
鹿
島
線
支
線
〕

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
四
月

笠
井
～
鹿
島
線
西
ヶ
崎
（
二
・
三
j
）
開
通

天
竜
川
沿
い
の
笠
井
町
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う

に
東
海
道
線
開
通
ま
で
は
地
域
の
物
産
の
集
散
地
と

し
て
、
と
り
わ
け
遠
州
綿
織
物
の
市
場
と
し
て
活
気

が
あ
っ
た
町
で
あ
る
。
し
か
し
鉄
道
開
通
後
の
浜
松

の
発
展
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
て
い
た
。

鹿
島
線
の
路
線
か
ら
も
外
れ
、
ま
す
ま
す
地
盤
沈
下

す
る
こ
と
を
心
配
す
る
住
民
の
間
に
、
鉄
道
を
誘
致

し
た
い
と
い
う
要
望
は
強
か
っ
た
。

そ
の
要
望
に
応
え
て
、
鹿
島
線
と
笠
井
と
を
結
ぶ

支
線
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
所
要
時
間
一
六
分
、

一
日

匸
一
往
復
の
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
笠
井

大正10年の浜松鉄道路線図



線
も
中
ノ
町
線
、
鹿
島
線
と
同
じ
く
、
旅
客
だ
け
で

な
く
貨
物
路
線
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

笠
井
線
は
当
初
は
軽
便
が
走
り
、
後
に
デ
ィ
ー
ゼ

ル
カ
ー
に
な
っ
て
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
運
行

さ
れ
た
が
、
敗
戦
を
翌
年
に
ひ
か
え
た
一
九
四
四
年

（
昭
和
一
九
）
　匸
一
月
、
廃
線
と
な
っ
た
。
線
路
跡

は
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
、
笠
井
往
還
と
な
っ
た
。

旧
笠
井
往
還
は
、
そ
れ
よ
り
や
や
北
に
あ
り
、
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
だ
っ
た
。

地
元
に
よ

る
鉄
道
運
営
を
／

。
鉄
道
王
”
雨
宮
敬
次
郎
が
一
九
一
一
年
（
明
治

四
四
）
に
死
去
し
、
大
日
本
軌
道
㈱
の
経
営
方
針
に

変
化
が
生
じ
た
。
利
益
の
本
社
集
中
が
強
ま
り
、
支

社
の
独
立
性
が
弱
ま
っ
て
、
地
元
へ
の
再
投
資
も
む

ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
。

「
地
元
に
よ
る
鉄
道
運
営
を
行
う
べ
き
だ
」

と
い
う
声
が
、
浜
松
の
有
志
ら
の
間
で
高
ま
っ
た
。

と
り
わ
け
貨
物
輸
送
の
重
要
性
に
彼
ら
は
着
目
し
て

い
た
。
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
な
っ
て
、
天
竜
運
輸

㈱
が
大
日
本
軌
道
㈱
浜
松
支
社
の
営
業
を
譲
り
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
同
年
八
月
に
遠
州
軌
道
㈱
を
発
足

さ
せ
た
。

資
本
金
一
〇
〇
万
円
、
そ
の
七
五
％
を
天
竜
運
輸

㈱
が
出
資
し
た
。
社
長
は
竹
内
竜
雄
、
取
締
役
は
伊

東
要
藏
ら
八
名
、
監
査
役
に
金
原
明
善
と
青
葉
延
太

郎
が
就
任
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
）

八
月
、
社
名
を
変
更
し
て
遠
州
電
気
鉄
道
㈱
と
し
た
。

遠
州
軌
道
㈱
を
創
立
す
る
際
す
で
に
構
想
さ
れ
て
い

た
電
化
計
画
を
、
一
気
に
推
進
す
る
た
め
で
あ
る
。

資
本
金
一
〇
〇
万
円
を
一
五
〇
万
円
増
額
し
て
二

五
〇
万
円
と
し
、
鹿
島
線
の
電
化
に
ま
ず
着
手
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
軽
便
の
軌
道
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
、
軌
間

を
三
フ
ィ
ー
ト
六
祀
（
一
〇
六
七
。い
）
に
広
げ
た
路

線
を
新
た
に
敷
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
電
化
工
事
は
一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
に

完
成
し
、
そ
れ
ま
で
二
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
全

線
の
運
転
時
間
は
、
い
っ
き
ょ
に
四
三
分
に
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

電
化
に
よ
っ
て
、
旅
客
・
貨
物
と
も
に
、
鹿
島
線

の
輸
送
力
は
増
強
さ
れ
た
。
ま
だ
大
日
本
軌
道
だ
っ

大日本軌道 鹿島線浜松駅 大正初年
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た
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
の
旅
客
数
四
五
万
人
、

そ
れ
が
電
化
後
の
一
九
二
六
年
（
昭
和

匸

に
は
一

五
二
万
人
と
飛
躍
的
な
増
加
で
あ
る
。
電
化
さ
れ
た

鉄
道
が
、
遠
州
の
人
々
の
暮
ら
し
の
う
え
に
新
し
い

息
吹
き
を
与
え
た
こ
と
を
、
こ
の
数
字
が
何
よ
り
も

明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
は
、
東
海
道
線
の
浜

松
駅
前
ま
で
路
線
を
延
長
し
て
旭
町
駅
を
新
設
し
、

そ
れ
ま
で
の
遠
州
浜
松
駅
（
束
田
町
）
か
ら
こ
こ
に

起
点
が
移
っ
た
。
国
鉄
と
の
連
絡
も
便
利
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
前
年
の
一
九
四
〇
年

（
昭
和
一
五
）
に
、
省
線
（
国
鉄
）
二
俣
線
が
全
通

す
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
二
俣
線
の
西
鹿
島
駅
が
竣

工
し
た
と
き
、
鹿
島
線
の
遠
州
二
俣
駅
も
同
所
（
約

四
〇
〇
片
浜
松
寄
り
）
に
移
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
俣

線
の
全
通
と
と
も
に
西
鹿
島
駅
は
共
同
で
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
遠
州
二
俣
駅
も
西
鹿
島
駅
と
改
称

さ
れ
た
。

乗
合
自
動
車

に
敗
れ
た
中

ノ
町
線
と
笠
井
線

電
化
さ
れ
た
鹿
島
線
に
対
し
て
、
中
ノ
町
線
は
依

然
と
し
て

ご
フ
ッ
キ
ョ
軽
便
”
が
煙
を
上
げ
て
走
っ

て
い
た
。

「
ち
や
ち
な
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
煙
突
が
細
く
て

見
上
げ
る
ほ
ど
高
い
や
つ
で
、
そ
れ
が
二
〇
人
く
ら

い
乗
っ
た
車
両
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
。
…
…
馬
込
橋

を
渡
る
時
は
急
な
坂
に
な
っ
て
い
る
の
で
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
は
黒
煙
を
上
げ
、
必
死
で
登
っ
た
。
…
…
よ
く
故

障
が
あ
っ
て
、
事
故
も
よ
く
あ
っ
た
」
（
『
静
岡
県
鉄

道
物
語
』
）

沿
線
に
は
す
で
に
乗
合
自
動
車
が
走
り
は
じ
め
て

い
た
。
し
だ
い
に
客
を
奪
わ
れ
、
軽
便
の
営
業
成
績

は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
沿
線
住
民
か
ら
、
火

の
粉
や
黒
煙
を
嫌
っ
て
廃
線
運
動
も
起
き
て
い
た
。

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
四
月
、
遠
州
電
気
鉄

道
㈱
は
、
営
業
不
振
だ
っ
た
中
ノ
町
線
と
笠
井
線
を

同
社
か
ら
分
離
し
、
別
会
社
と
し
た
。
設
立
さ
れ
た

浜
松
軌
道
㈱
が
そ
の
営
業
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
競
合
す
る
乗
合
自
動
車
の
ほ
う
が
軽
便

鉄
道
よ
り
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
、
乗
り
心
地
も
よ
か
っ

た
。
軽
便
で
は
営
業
成
績
の
向
上
も
望
め
な
い
。

そ
こ
で
浜
松
軌
道
㈱
は
中
ノ
町
線
の
電
化
を
計
画

し
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
　一
月
、
社
名
も
浜
松

電
気
鉄
道
㈱
と
改
め
た
。

と
こ
ろ
が
時
期
悪
く
、
金
融
恐
慌
・
昭
和
恐
慌
に

馬込川木橋を渡る軽便 中ノ町線



時

代

は

突
入

し
、
資
金

不

足

か
ら
電

化

は
困

難
と
な

っ

た

。

こ

の

た

め

電
化

に
代

え

て
二

年

後

か

ら

レ

ー

ル

上

を

走

る

軌

道

自
動

車

（

ガ
ソ

リ

ン

カ

ー

）

を

運
行

す

る

よ

う

に

な

っ
た

。
三

〇

人

乗

り
、
時

速
四

八
い

。

ゴ
フ
ッ
キ

ョ

軽

便

”

と
並

行

運

行

さ

れ

た

が
、

評
判

は

ま

す

ま

す

で

、
し

だ

い
に

軌

道

自
動

車

に

切

り
換

え

て

い
っ

た

。

し

か

し

、
結

局

は
、

新

し

い
時

代

の
乗

り
物

で
あ

る

乗

合

自
動

車

（

バ
ス

）

に

は

勝

て

な

か

っ

た

。
明

治

の

時

代

か

ら

走

り
は

じ

め

、

人

々

に

親
し

ま

れ
た

ご
フ
ッ
キ

ョ
軽

便

”
だ

が
、「
老

兵

は

消
え

行

く

の
み

」

で

、

一

九
三

七
年

（
昭

和

匸

一
）

に

は
中

ノ
町

線
は

廃

線

と

な

る

。

一

方

の

笠
井

線

の
ほ

う

は

、

す

で

に

述

べ
た

よ

う

に

戦

争

末

期
ま

で

運

行

が
続

け

ら

れ

た

。

貨

物

輸

送

が

大

き

く

伸

び

る

中

ノ
町

線
も

鹿

島

線

も

、

一

九

一
〇

年

（

明
治

四

三

）

か

ら
貨

物

の
取

り

扱

い
も

開

始
し

て

い
た

。

鹿

島

線

で
は

、

貨

物

専

用

軌

道

（
約

四

〇

〇

片
）

を
二

俣

停

留
所

か
ら

天

竜

川
原

ま

で

敷

い
て

、

上

流

か

ら

筏

や

舟
で

運

ば
れ

る

木

材

、

鉱
石

な

ど
を

浜

松

に

運

ん

だ

。
こ

の
貨

物

輸

送

は
営

業

成
績

の
向

上

に

大

き

な
貢

献

を

し

た

の
で

あ

る

。

大
正

時
代

に
入

り

第

一

次

世

界
大

戦

（
一

九

一
四

～

一

九

一
八

）

が
始

ま

る

。

日

本

も

参
戦

す

る

が
、

中

心

に

な

っ

た

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
の

戦

場

に
直

接

に
は

参

加
し

な

か

フ
だ

。

し

か
も
軍

需

の

増
大

に
加

え

て

、

ア

ジ
ア

な

ど

の
市

場

を

支

配

し

て

い

た
欧

米

先

進
国

の

勢
力

が
戦

争

の
た

め

後

退

し

た
間

隙

を

ぬ

っ
て

日

本

が

そ

れ

ら
市

場

に

進

出

、

国
内

の

産
業

は
大

き

く

伸
び
た
。
こ
の
大
戦
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
の
資
本

主
義
は
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
貨
物
輸
送
は
急
激
に
増
大
し
た
。

遠
州
に
も
大
き
な
企
業
が
発
達
し
、
国
鉄
で
は
そ
れ

ら
の
工
場
に
専
用
の
引
込
線
を
設
け
て
物
資
を
輸
送

し
た
。
遠
州
電
気
鉄
道
も
、
遠
州
浜
松
駅
を
拠
点
に

国
鉄
と
連
帯
し
た
貨
物
輸
送
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
一

九
二
四
年
（
大
正

匸
二
）
に
は
遠
州
浜
松
～
遠
州
馬

込
間
（
〇
・
七
い
）
に
貨
物
専
用
線
を
新
設
し
、
東

海
道
本
線
と
直
結
さ
せ
た
が
、
こ
の
新
線
は
馬
込
ま

で
中
ノ
町
線
と
平
行
に
走
っ
た
。

こ
の
時
期
の
遠
州
電
気
鉄
道
の
貨
物
輸
送
実
績
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
　
二
万
三
五
一
一
ブ

一
九
二
四
年
（
大
正

匸
二
）
　
四
万
一
八
三
九
ブ

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
　
六
万
三
七
三
五
ブ

そ
の
う
ち
急
激
に
増
大
す
る
一
方
の
貨
物
を
さ
ば

き
き
れ
な
く
な
り
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
大

正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
日
清
紡

績
、
日
本
楽
器
製
造
、
浜
松
倉
庫
、
遠
州
銀
行
な
ど

へ
の
貨
物
専
用
線
を
あ
い
つ
い
で
開
通
さ
せ
た
。

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
度
に
は
、
昭
和
恐
慌
の

直
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貨
物
取
扱
い
実
績
は
I
〇

万
四
六
四
ブ
に
上
っ
た
。
貨
物
輸
送
は
遠
州
電
気
鉄

道
㈱
が
不
況
を
乗
り
切
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
戦
後
も
長
い
間
活
躍
す
る
が
、
こ
の
鹿
島
線
の
貨

物
列
車
は
一
九
七
六
年
（
昭
和
五

二

四
月
を
も
っ

て
姿
を
消
し
た
。
浜
松
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
、
助
信
町
～
浜
松
駅
を
高
架
に
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
た
（
第
9
章
参
照
）
。
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奥

浜

名

の

ご
フ

ッ

キ

ョ

軽

便

”

奥

山

線

交

通

が

不

便

た

っ

た

奥

浜

名

湖

の

地

域

で

も

、

鉄

道

の

建

設

に

乗

り

遅

れ

ま

い

と

し

て

、

軽

便

鉄

道

の

敷

設

運

動

が

起

こ

っ

た

。

一

九

匸

一
年

（

大

正

二

に

細

江

町

の

伊

東

要

蔵

を

社

長

と

し

て

浜

松

軽

便

㈱

が

設

立

さ

れ

、
浜

松

～

気

賀

間

の

工

事

に

着

手

し

た

。

鉄

道

に

よ

っ

て

浜

松

の

後

背

地

で

あ

る

三

方

原

台

地

、

引

佐

地

方

、

奥

山

地

方

を

開

発

し

よ

う

と

い

う

の

で

あ

る

。

沿

線

の

通

学

に

も

大

事

な

役

割

を

果

た

す

と

見

ら

れ

た

。

元

城

（
浜

松

）

～

金

指
　
　

一

五

・

〇

五

い

が

一

九

一

四

年

（

大

正

三

）

に

ま

ず

完

成

し

、

営

業

を

開

始

し

た

。

翌

年

、

同

社

は

浜

松

鉄

道

㈱

と

改

称

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

年

匸

一
月

ま

で

に

次

の

よ

う

な

路

線

延

長

を

行

っ

た

。

元

城

～

板

屋

町
　
　

〇

・

八

八

丿

金

指

～

気

賀
　
　
　

二

∴

六

に

れ

に

よ

り

停

車

場

は

、

板

屋

～

田

町

囗

犬

兀

城

～

追

分

圭

二
方

原

～

都

田

～

金

指

～

気

賀

と

な

り

、

午

前

五

時

五

〇

分

板

屋

町

発

始

発

は

、

気

賀

に

七

時

一

〇

分

に

到

着

し

た

。

運

転

間

隔

は

一

時

間

半

に

一

本

程

度

、

運

賃

は

二

九

銭

で

あ

っ

た

。

そ

の

後

、

一

九

二

三

年

（
大

正

匸

一
）

に

、

気

賀

～

奥

山
　
　

七

・

七

二

・

が

開

通

し

、

浜

松

～

奥

山

間

二

五

・

七

五

い

が

全

通

し

た

。

停

車

場

は

計

九

駅

に

な

っ

た

。

気

賀

～

奥

山

間

の

開

通

は

、

そ

れ

ま

で

の

。
ガ

タ

馬

車

ぷ

に

揺

ら

れ

て

の

方

広

寺

参

詣

を

非

常

に

便

利

に

し

た

。

茶

、

ミ

カ

ン

の

出

荷

に

も

寄

与

す

る

と

こ

ろ

が

大

き

か

っ

た

。

こ
の
鉄
道
は
ト
ロ
ッ
コ
を
や
や
大
き
く
し
た
よ
う

な
軽
便
で
。

軌
幅
　
　
　

七
六
二
い

定
員
　
　
　

三
四
名

時
速
　
　
　

二
四
丿

軌
道
上
約
二
・
五
片
の
高
い
煙
突
か
ら
黒
煙
を
開

き
な
が
ら
、
自
転
車
く
ら
い
の
速
度
で
の
ん
び
り
走
っ

た
。
力
が
弱
く
、
石
炭
の
質
も
よ
く
な
か
っ
た
か
ら
、

急
勾
配
の
と
こ
ろ
で
は
進
ま
な
く
な
り
、
乗
客
が
全

員
降
り
て
後
押
し
を
し
た
。そ
れ
で
も
、
。
軽
便
‰
ラ
ッ

キ
ョ
軽
便
”
と
人
々
に
親
し
ま
れ
、
引
佐
奥
地
の
物

産
の
輸
送
、
三
方
原
台
地
の
開
発
、
沿
線
の
通
学
な

ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の

ゴ
フ
ッ
キ
ョ
軽
便
”
は
大
正
の
終
わ
り
頃
、

輸
送
力
増
強
・
速
度
増
強
の
た
め
に
電
化
を
計
画
し

た
。
し
か
し
す
で
に
バ
ス
が
発
達
し
は
じ
め
、
昭
和

の
初
め
に
は
低
運
賃
の
バ
ス
に
乗
客
を
奪
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
競
争
の
た
め
運
賃
値
下
げ
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
経
営
は
苦
し
か
っ
た
。

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
は
浜
松
～
気
賀
に
軌

道
自
動
車
を
走
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
フ
ッ
キ
ョ
軽

便
”
と
並
行
運
行
を
行
っ
た
。

し
か
し
時
代
は
昭
和
恐
慌
に
突
入
し
て
い
た
。
経

営
状
態
が
悪
化
す
る
中
で
、
電
化
は
つ
い
に
果
た
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
五
年
間
に
わ
た
る
戦
争
を



経

て

、

戦

侫

の
I

九

四

じ

年

（
昭

和
二

二

）

に
遠

州

鉄

道

㈱
に
（

‥
併

さ

牡
、
‥
凹

奥

山

線

と

な

っ
た

。

奥

山

蝗

は

一
に儿
には
○
年

（
昭

和

二

匠

）
、

東

川

町

～
曵

馬

野

（
八

・
二

い

）

が
電

化

さ

れ

た

が
、

そ

の

は

か

の
区

間

は

な

お

軽

便

か
黒

い
煙

仝
匸

げ

な

が
ら

三

方

原

台

地

を

走

っ
た

。

し

か
し

翌

年

に

は

令

蝗

の

電
化

か
完
f

、
ご
フ
ョ
キ

ノ

は

姿

を
消

し

た

。

」
九

一
四

年
（
人

正
二

）

の
問
通
以
来
、
駅
の
新
設
、
駅
X

の
変
史
な
ど
少
な

く
な
か
っ
た
が
、
こ
の
奥
山
線
約
二
1‐五
い
の
路
線
は

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
奥
浜
名
洲
の
人
々
今
産
物
の
片

重
な
足
た
っ
た
。
し
か
し
一
に儿
六
二
年
（
昭
和
二
八
）

心
気
賀
～
奥
山
問
が
廃
線
と
な
り
、
翌
乍
に
は
遠
欽

浜
松
～
気
賈
問
も
廃
線
と
な
っ
た
。
す
で
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ノ
ノ
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。

中
泉
と
二
俣
を
結
ん
だ
光
明
電
鉄

収
海
道
線
が
問
通
し
て
以
来
、
磐
川
地
方
で
は
中

泉
停
車
揚
（
現
、
磐
川
駅
）
の
周
辺
地
区

が
発
回
し
、

占
く
か
ら
同
地
方
の
中
心
で
あ
っ
た
兄
付
は
さ
び
壮

は
し
め
た
。

一
九
二
一
年
（
人
正
一一
〇
）
に
な
っ
て
、
川
中
寿

三
郎
が
中
心
に
こ

こ

に
鉄
道
住
設
の
運
銷
を
起
こ
し

た
。
中
泉
か
ら
光
明
甘
艢
明
（
現
、
人
屯
巾
）
ま
で
、

令
長

約
ニ

ニ

ブ
の

鉄

道

に
よ

っ
て

沿

線

の

開

発

を
図

ろ

う
と

い
う

の

で

あ

る

。

一

九

く
三
一
一
年

（
人
1
1
1匸

一
）

に
測

量

を

開

始

。

計

画

路
線

は

東

海

道

線

の

中

泉

停
車

揚

か
ら

見

付

、

広

㈲

、
野

部

、
二

眼

を

経

て

光

明
甘

心

い
た

る

コ

ー

ス

で

あ

っ
た

。

一
九

二

阮

年

（
犬

止

一
四

）

に

光
明

電

鉄

㈱

が
設

妬

さ
且

、

翌

年

か

ら

鉄

道

敷

設
工

事

が
始

ま

っ
た

。

資

令

難

か
ら

匸

事

は

な

か

な

か

捗

ら
な

か

っ
た

が
、

石

工

か

ら
二

午

半

後

の

一

九
二

八

年

（
昭

和
二

）
　一

一
川

、
第

一

期

卜
事

で

あ

る

新
中

泉

～
川

川

問

二

昆

い

）

が
よ

う

や

く

完

成

、

営

業

を

問
始

し

た

。

扞
ち

の

と

お

り
こ

の
鉄

皿
は

軽

便

で

は
な

く

電

車

で

あ

り

、
し

か
も

地

方

鉄

道

に

は

稀
々

近
代

㈲

電

車

た

っ
た

。
軌

問

は
出

鉄
と

同

じ
I

〇

六
L

√
、

架

線

電
圧

二
血
〇

〇

ボ

ル
ト

、

バ

ン
ク
ス

。

ス

ピ

ー

ド
は

県

ド

私

鉄

の

な

か
で

い
ち

ば
ん

速

く

、

時

速
六

〇

い

を

出

し

か

。

し

か

し

ぼ
刻

な

資
命

不

足

か
こ

、

経
営

者

の
交

代

が
あ

い
つ

い
た

。

そ

う
し

た
中

で

、

第
二

閧
匚

乍

の

田

川

～
神

川
公

団

前

（
二

い

）

が
一

九
二

九

年

（
昭

和

四

）
に

完

成

、

勹

づ
く
第
二

期
一
L
聨

の

神
川

公

園

前

工

一
眼

（
二

・
八

い

）

も
そ

の
今

年

完

成
し

た

。

こ

う
し

て

新

中

泉

上

一
伏

問

（
一

九

・

八
j

）

が
問

■

奥

山
線

の
廃

止

奥
山
線
が
廃
止
と
決
ま
っ
た
と
き
、
地
元
引

佐
町
で

は
、
全
面
的
な
反
対
運
動
を
起
一
一
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て

遠
州
鉄
道
は
、「
老
朽
化
し
た

車
両
・
施
設
の
復
旧

に
多
額
の
投
資
を
続
け
て

き
た
が
、

狭
軌
で
輸
送
力
の
増
強

に
は
限

度
が

あ
る
。
し

か
も
物
価
高
騰
と
人
件
費
増
で
赤
字

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
安
全
運
転
の
た
め

の
全
面
的
な
レ
ー
ル
交
換
、
踏
切
保
安
、
車
両
・

施
設
に
今

後
莫
大
な
資
金
を
必
要

と
し
、
も
は

や
経
営
維
持
は
困
難
で

あ
る
」
と
し
て
、
地
元

の
理
解
を
得
よ
う
と
努
め
た
。

奥
山
線
は
開
通
以
来
、
利
益
を
出
し
た
千
加

一
年
も
な
い
赤
字
路
線
た
っ
た
、
結
局
、
交
通

の
近
代
化
の
た
め
の
自
動
車
化
を
地
元

も
受
け

入

れ
た
。
奥
山
線
の
営
業
廃
止
後
、
大
型
バ
ス

ー
日
五

コ
抂
膓
か
新
し
く
運
行
さ
れ
る
・
」と
に

な
っ
た
、

光明電鉄の開発構想図



残
る
第
四
期
工
事
の
二
俣
～
山
東
間
、
第
五
期
工

事
の
山
東
～
船
明
間
は
、
着
工
さ
れ
一
部
完
成
を
み

た
も
の
の
、
日
の
目
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
も
経
営
は
赤
字
で
、
送
電
停
止
を
受
け
る
こ

と
さ
え
何
度
か
あ
り
、
二

九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に

会
社
は
破
産
宣
告
を
す
る
に
い
た
り
、
そ
の
二
年
後

つ
い
に
光
明
電
鉄
は
全
線
営
業
を
停
止
し
た
。

昭
和
初
期
の
七
年
間
、
遠
州
に
幻
の
よ
う
に
存
在

し
た
私
鉄
だ
っ
た
。
発
起
人
の
田
中
寿
三
郎
は
、
こ

の
光
明
電
鉄
を
ゆ
く
ゆ
く
は
北
陸
ま
で
つ
う
じ
る
日

本
横
断
鉄
道
に
す
る
と
い
う
壮
大
な
夢
を
い
だ
い
て

い
た
。
し
か
し
昭
和
恐
慌
に
つ
づ
い
て
、
戦
争
の
足

音
が
し
だ
い
に
迫
っ
て
く
る
中
で
、
こ
の
夢
は
幻
の

よ
う
に
消
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。

光
明
電
鉄
の
設
立
の
と
き
、
関
連
町
村
を
窓
口
に

一
般
の
町
村
民
も
株
主
に
な
っ
た
。
地
元
の
熱
意
は

そ
れ
だ
け
強
か
っ
た
。
む
ろ
ん
有
力
な
株
主
や
経
営

者
も
参
加
し
て
い
た
が
、
先
行
き
の
見
通
し
が
立
ち

に
く
く
、
次
々
に
手
を
引
き
、
会
社
は
設
立
時
か
ら

深
刻
な
資
金
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。

し
か
も
、
光
明
電
鉄
の
建
設
工
事

に
相
前
後
す
る
よ
う
に
、
国
鉄
二
俣

線
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
。

後
で
述
べ
る
が
二
俣
線
は
掛
川
を

一
方
の
起
点
と
し
、
そ
の
第
一
期
工

事
に
よ
る
掛
川
～
遠
州
森
間
か
一
九

三
三
年
（
昭
和
八
）
に
開
通
す
る
。

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に
は
掛

川
～
新
所
原
間
が
全
通
す
る
が
、
次

の
区
間
お
よ
び
施
設
は
、
廃
線
に
な
っ

た
光
明
電
鉄
の
も
の
が
使
わ
れ
た
。

野
部
～
二
俣
間

野
部
駅
（
光
明
電
鉄
本
村
駅
）

遠
州
二
俣
駅
（
光
明
電
鉄
阿
蔵
駅
）

現
在
、
二
俣
川
沿
い
の
県
立
二
俣
高
校
の
正
門
前

に
、
天
竜
市
図
書
館
が
建
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
か
つ

て
の
光
明
電
鉄
の
終
点
二
俣
駅
で
あ
っ
た
。

東
海
道
線
か
ら
北
へ
延
び

る
鉄
道
へ
の
夢

明
治
の
文
明
開
化
の
時
代
か
ら
、
遠
州
と
信
州
と

を
結
ぶ
鉄
道
、
あ
る
い
は
遠
州
と
三
河
・
美
濃
と
を

結
ぶ
鉄
道
の
建
設
は
、
遠
州
の
多
く
の
人
々
の
夢
で

あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
東
海
道
線
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
「
地
域

の
発
展
を
図
り
た
い
」「
文
明
開
化
の
恩
恵
に
浴
し
た

い
」
と
い
う
、
切
実
な
願
い
か
ら
だ
っ
た
。

お
び
た
だ
し
い
数
の
計
画
が
、
明
治
か
ら
大
正
そ

し
て
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
地
元
有
力
者
ら
に
よ
っ

て
立
て
ら
れ
、
会
社
設
立
に
ま
で
至
っ
た
例
も
少
な

く
な
い
。
し
か
し
鉄
道
の
建
設
に
は
莫
大
な
資
金
が

必
要
で
あ
る
し
、
ま
た
国
や
県
が
認
め
る
か
ど
う
か

I

二
俣

街

道

に
軽
便

が
出

現
し

た
と

き

明

治
三
〇
年
に
浜
松
二
俣
街
道
（
県
道
）

が

で
き
、
そ
れ
か
ら
I
〇
年
経
っ
て
軽
便
鉄
道
が

走
り
は
七
め
た
。
遠
鉄
の
前
身
だ
。

「
軽
便
っ
て
、
軽
便
な
も
の
だ
。
鹿
島
か
ら
浜

松
ま
で
、
七
〇

分
そ
こ
そ
こ
で
行
け
る
そ
う
だ

ぜ
」と
、
み
ん
な
喜
ん
だ
そ
う
だ
。

そ
れ
も
無
理
は
な
か
ろ
う
。
当
時
ま
で
は
、

中
瀬
か
ら
浜
松
ま
で
、
ワ
ラ
ジ
ば
き
で

徒
歩
四
、

五
時
間
。
朝
早
く
（
六
時
起
き
）
出
て

も
、
一

一
時
近
く
で

な
い
と
浜
松
へ
着
け
な
い
と
い
う

頃
だ
っ
た
か
ら
。
こ
の
村
の
人
た
ち
は
、
汽
車

（
東
海
道
線
）
が
通
る
と
い
っ
た
あ
の
時
よ
り

も
、
は
る
か
に
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
『
物
語
中
瀬
村

誌
』
よ
り
）



も
問
題
で
、
困
難
に
直
面
し
て
つ
い

に
幻
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
建

設
計
画
が
多
い
。

い
く
つ
か
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

〔
遠
信
鉄
道
の
建
設
計
画
〕

遠
州
と
信
州
と
を
結
ぶ
鉄
道
の
夢

は
、
東
海
道
線
開
通
の
数
年
後
か
ら

芽
生
え
て
い
た
。
天
竜
川
流
域
の
林

業
、
鉱
業
、
電
力
な
ど
の
開
発
に
、

ま
た
遠
州
と
南
信
州
の
諸
町
村
と
の

連
絡
の
た
め
に
も
、
鉄
道
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
に
、
遠
信
鉄
道
期
成

同
盟
仝
が
静
岡
県
と
長
野
県
の
有
志
に
よ
っ
て
発
議

さ
れ
、
浜
松
～
飯
田
～
辰
野
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
運

動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
浜
松
商
業
会
議
所
も
、「
浜
松

を
起
点
と
し
て
信
州
飯
田
を
経
て
中
央
線
に
連
絡
す

べ
き
鉄
道
の
件
」
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
浜
松
商

業
会
議
所
は
、
鉄
道
大
臣
に
遠
信
鉄
道
敷
設
の
早
期

実
現
の
請
願
書
を
提
出
し
た
。

一
九
二
二
年
（
大
正
一

二

に
も
浜
松
商
業
会
議

所
は
再

び
早
期
実
現
を
請
願
し
た
が
、
こ
の
年
、
鉄

道
敷
設
法
に
基
づ
い
て
長
野
県
辰
野
か
ら
飯
田
を
経

て
浜
松
に
い
た
る
鉄
道
が
、
国
鉄
予
定
線
と
し
て
決

定
さ
れ
た
。
そ
し
て
四
年
後
に
、
二
俣
～
佐
久
間
問

が
建
設
線
と
し
て
工
事
実
施
線
に
編
入
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
愛
知
県
で
も
、
三
河
と
信
州
を
結
ぶ

三
信
鉄
道
建
設
運
動

が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
飯

田
線
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
遠
信
鉄
道
計

画
は
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
河
川
合
～
天
竜
峡
を
結
ぶ
延
長
六
六
・
九
い
の

三
信
鉄
道
は
、
そ
の
後
、
戦
争
が
激
化
し
た
一
九
四

三
年
（
昭
和
一
八
）
に
戦
時
陸
運
体
制
の
強
化
の
た

め
国
鉄
が
買
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
北
遠
地
方
の
鉄
道
へ
の
夢
は
根
強
く
、
後

に
二
俣
～
佐
久
間
を
結
ぶ
二
俣
佐
久
間
線
建
設
計
画

と
し
て
甦
る
が
、
こ
れ
も
戦
争
の
た
め
工
事
は
中
止

さ
れ
た
。

〔
掛
川
鉄
道
の
建
設
計
画
〕

東
海
道
線
の
開
通
後
、
遠
州
森
、
二
俣
に
か
け
て

の
地
域
の
人
々
は
、
交
通
の
発
達
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
産
物
（
茶
、
し
い
だ
け
、

炭
な
ど
）
の
市
場
拡
大
の
た
め
に
も
、
東
海
道
線
の

掛
川
と
結
ば
れ
る
鉄
道
が
で
き
る
と
ど
ん
な
に
便
利

に
な
る
こ
と
か
。

当
時
、
二
俣
地
方
か
ら
の
人
と
物
の
出
入
り
は
、

浜
松
へ
の
ル
ー
ト
よ
り
も
見
付
・
掛
川
の
ル
ー
ト
の

ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
東
京
方
面
に
も
そ
の

ほ
う
が
近
い
（
浜
松
が
遠
州
の
産
業
経
済
の
中
心
と

し
て
成
長
を
と
げ
る
の
は
昭
和
以
降
で
、
そ
れ
か
ら

■

軽

便

鉄

道

の

車

中

ゴ

ウ
ゴ

ウ

と

煙
突

を

う

な
ら

し

て

軽

便
は

停

ま

っ

た
。

飛

び
乗

っ
て

車
中

に
入

っ

た

が

い
つ

に

な

い
満

員

だ

。
車

掌

が

自

分
の

前

に
突

立

っ

て

「

ど
こ
？

」

無
愛

想

な
奴

だ
。

自

分

も
無

言

で

こ

の
頃

求

め

た
回

数

切

符

を
突

き

つ

け

た
。

毎

度

な
が

ら

安

く
て

便

利
で

車

掌

も

楽
か

っ
て

幅

の

き
く

の

は

こ

れ
だ

。

混

み
合

っ

て

は

い

る
か
、

開
け

放

っ

た
車

窓

か

ら

は
う

ら

ら

か

な
春

の
風

が
吹

き

込

ん
で

き

て

気

持

ち
の

よ

い

こ
と

。

し

か
し

、

と

き

ど

き

石

炭

の
煙

を

連

れ
て

く

る

に

は
閉

口

す

る

。
隣

に

七
、

八
人

の

道
者

で

も

あ

ろ
う

、

尾

張
弁

の

大

声
で

し

き

り

に

話
し

て

い

る
。

自

分

の

す

ぐ

向

か

い

は
大

家

の

ご
隠

居

様

ら
し

い
二

人

連

れ

の

老
夫

人

、「
ネ
エ

人
力

車

で
は

お
話

が
で

き
ず
、

馬

車

で

は

お
尻

が
痛

い
に

、

軽

便
は

ネ

エ

都

合

の

よ

い

も

の
で

」

と
乗

り

心

地

の
よ

い
こ

と

を

ほ

め

て

い

る
。

新

橋

を

越
す

と

、
田

は

一

面

の
蓮

華

草

の
花

盛

り

。
天

白
様

の

東
辺

り

は

実

に
見

事

だ

。

紅

の
池

と

も
海

と

も

い

っ
て

よ

い

か
、

道

の

両

側

が

そ

れ

だ

か
ら

花

の
中

を

走

っ
て

い
く

の

だ

。

花

の

香

は
始

終

車

窓

に
吹

き

込

ん
で

、

悪

い

石

炭

の

香

の

埋
め

合

わ

せ
を

し

て

く

れ

る
。

新

橋

の
北

は

青

麦

の
畑

で
花

な

ぞ
は

な

い

の
に

、

南

は

こ

の

美
し

い
花

田

。
ま

る
で

橋

を

境
に

国

が

違

う

よ

う

な
気

が

す

る
。

島

の

郷

あ

た
り

ま

で

こ

の
花

が

続

い
て

い

る

と
は

嬉
し

い
。

軽

便

は
愛

想

よ

く

コ

囗
コ

囗
と
浜

松

に

着

い

た
。
（
浜

名

郡

青
年

会

青

年
雑

誌

、

明

治
四

五

年

六

月

、

筆

者

＝
金

原

水

精
）

光明電鉄の車内



は
遠
州
の
大
と
物
の
流
れ
は
大
き
く
変
化
し
、
天
竜

川
東
側
の
地
域
の
南
北
の
交
通
は
か
つ
て
の
活
況
を

失
っ
た
）
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
に
掛
川
の
豪
農
山
崎

于

二
郎
ら

ヱ
（

大
が
発
起
人
と
な
り
、
掛
川
鉄
道
の

創
立
願
い
を
県
知
事
に
提
出
し
た
。
掛
川
か
ら
遠
州

森
を
経
て
二
俣
に
至
る
一
五
・
七
い
に
、
軽
便
鉄
道

を
敷
設
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

は
発
起
人
代
表
山
崎
の
死
に
よ
り
挫
折
、
実
現
し
な

か
っ
た
。

そ
の
後
も
掛
川
の
人
々
は
諦
め
ず
、
計
画
は
形
を

変
え
て
次
に
述
べ
る
遠
美
鉄
道
計
画
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

〔
遠
美
線
の
建
設
計
画
〕

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
鉄
道
省
は
遠
美
線
建

設
計
画
を
発
表
し
た
。
掛
川
か
ら
二
俣
を
経
由
し
大

井
町
（
中
央
線
、
岐
阜
県
）
に
い
た
る
全
長
一
五
一
j

の
鉄
道
建
設
計
画
で
あ
る
。
戦
争
に
よ
り
東
海
道

線
の
天
竜
川
鉄
橋
、
浜
名
湖
橋
が
破
壊
さ
れ
た
と
き

に
備
え
て
、
中
央
線
に
接
続
す
る
迂
回
路
を
設
け
る

と
い
う
軍
事
・
国
防
上
の
目
的
か
ら
起
案
さ
れ
た
。

こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
北
遠
の
物
資
と
人
の
輸
送
・

移
動
は
大
い
に
便
利
に
な
る
。
地
元
で
は
熱
烈
な
請

願
運
動
を
展
開
し
、
一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
に

第
四
二
帝
国
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。

掛
川
・
森
・
二
俣
な
ど
地
元
で
は
、
。掛
川
鉄
道
計

画
の
復
活
”
と
し
て
歓
迎
し
、
祝
賀
会
を
盛
大
に
行

う
な
ど
、
気
運
は
盛
り
上
が
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
年
秋
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
て

首
都
圏
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
そ
の
余
波
を
か
ぶ
っ

て
遠
美
線
建
設
計
画
は
無
期
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
沿
線
関
係
者
の
努
力
に
よ

り
、
こ
の
計
画
は
姿
を
変
え
て
二
俣
線
と
し
て
実
現

す
る
こ
と
に
な
る
。

〔
遠
三
鉄
道
の
建
設
計
画
〕

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
浜
松
・
豊
橋
の
有
力

者
に
よ
り
遠
三
鉄
道
㈱
が
設
立
さ
れ
た
。
当
初
計
画

で
は
豊
橋
～
豊
川
～
浜
名
湖
北
岸
～
気
賀
～
浜
松
に

電
鉄
を
敷
設
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
、
の
ち
一
部
計

画
を
変
更
し
測
量
に
着
手
し
た
。

し
か
し
、
わ
が
国
は

。
昭
和
恐
慌
々
の
時
代
に
入

り
、
同
社
は
三
年
後
に
解
散
し
た
。

■

軽

便

鉄
道
と

中
学

生
た

ち

学
校

（
引
用
者
注
・
旧
制
浜
松
一
中
）

前
を

奥
山
線
が
通
り
、
校
門
近
く
に
「
名
残
」
駅
が

あ
っ
た
。
海
軍
陸
戦
隊
弍
の
ホ
ッ
ク
の
つ
い
た

ゲ
ー
ト
ル
姿
の
大
勢
の
一
中
生
か
そ
こ
で
乗
り

降
り
し
た
。

東
田
町

を
出
発
し
た
軽
便
は
、
元
城
駅
を
過

ぎ
る
と
間

も
な
く
鹿
谷

の
坂
に
さ
し
か
か
る
。

坂
は
亀
山
駅
ま
で

続
い
て
い
た
。
た
め
息
の
よ

う
な
苦
し
気
な
煙
を
吐
き
つ
つ
、
喘
ぎ
喘
ぎ
上

る
軽
便
の
姿
は
い
か
に
も
重
た
げ
で
哀
れ
だ
っ
た
。

自
力
で
は
動
け
な
く
な
り
降
り
て

後
押
し
を

さ
せ
ら
れ
る
時
も
あ
っ
た
。
軽
便
通
の
友
人
達

は
、
遅
刻
の
言
訳
を
軽
便
が
動
か
な
か
っ
た
と

い
う
名
答
弁
で
許
し
て

も
ら
っ
た
が
、
先
生
も

心
得
た
も
の
で
黙
っ
て
肯
く
程
の
代
物
だ
っ
た
。

（
中
略
）

軽
便
通
は
電
車
通
や
汽
車
通
と
と
も
に
我
々

徒
歩
や
自
転
車
通
に
と
っ
て
、
羨
望
の
的
で
あ
っ

た
。
通
学
が
ら
く
だ
か
ら
で
は
な
く
、
彼
等
は

女
学
生
達
と
同
車
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
異
性

の
姿
を
目
に
す

る
だ
け
で
胸
が
わ
く
わ
く
す
る

い
じ
ら
し
い
少
年
の
頃
で
、「
男
女
七
歳
に
し
て

席
を
鬨
じ
う
せ
ず
」

の
教
訓
が
き
び
し
か
っ
た

時
代
の
我
々
に
と
り
、
彼
等
は
ま
さ
に
特
権
的

存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
情
報
不

足
か
、
車
中
か
ら
ロ
マ
ン
ス
の
生
ま
れ
た
話
は

ま
っ
た
く
聞
か
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
う
ぶ
な
少

年
達
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
『
な
つ
か
し

の
軽
便
物
語
』
よ
り
。
筆
者
＝
北

井
三
子
夫
）



奥山線 ラッキョ軽便

奥山線 ラッキョ軽便

長年にわたって熱望してきた遠美線が予算化されたときの祝賀会（森町） 大正12年

中遠鉄道 昭和初期



二
俣
線
の
開
通

さ
き
に
述
べ
た
遠
美
線
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
も
度
重
な
る
陳
情
が
行
わ
れ
、
よ
う
や
く
一

九
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
計
画
は
復
活
を
み
た
。
た

だ
し
路
線
は
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。
掛
川
か
ら
二
俣

を
経
て
、
浜
名
湖
の
北
を
ま
わ
っ
て
西
岸
を
南
下
、

新
所
原
で
東
海
道
線
に
再
び
接
続
す
る
。
名
称
は
二

俣
線
で
あ
る
。

こ
の
二
俣
線
も
、
浜
名
湖
お
よ
び
天
竜
川
に
か
か

る
鉄
橋
が
敵
に
破
壊
さ
れ
た
場
合
の
東
海
道
線
の
迂

回
路
と
し
て
、
軍
事
・
国
防
上
の
目
的
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
沿
線
は
天
竜

林
業
地
帯
で
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
な
ど
の
搬
出
、
ま
た
茶

や
ミ
カ
ン
の
出
荷
に
も
、
鉄
道
が
果
た
す
役
割
は
大

い
に
期
待
さ
れ
た
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
着
工
、
工
事
は
順

調
に
進
ん
だ
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
四
月

掛
川
～
遠
州
森
　
開
通

一
九
三
六
年
（
昭
和
一
二
　
匸
一
月

新
所
原
上
二
ヶ
日
　
開
通

一
九
三
八
年
（
昭
和
匸
二
）
四
月

三
ヶ
日
～
金
指
　
開
通

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
六
月

金
指
～
遠
州
森
　
開
通

こ
う
し
て
掛
川
～
新
所
原
間
全
長
六
七
・
九
い
が

全
通
し
た
。
駅
の
数
は
二
八
で
あ
る
。

こ
の
二
俣
線
の
一
部
の
施
設
に
は
、
さ
き
に
見
た

よ
う
に
廃
線
に
な
っ
た
光
明
鉄
道
の
も
の
が
使
わ
れ

た
。二
俣
線
は
沿
線
の
発
展
に
貢
献
し
、
地
元
の
人
々

の
足
と
な
り
、
ま
た
貨
物
の
輸
送
に
活
躍
し
た
。
戦

争
中
に
は
、
東
海
道
線
が
空
襲
を
受
け
た
と
き
、
あ

る
い
は
浜
松
が
艦
砲
射
撃
を
受
け
た
と
き
な
ど
、
軍

用
列
車
が
迂
回
輸
送
を
行
っ
た
。

二俣線SL



二俣線開通の新聞記事

完成した二俣線天竜川橋梁 二俣線の建設工事（太田川鉄橋 昭和9 年）


	第6章 鉄道時代の幕開け
	1 東海道線の開通
	2 馬車鉄道が走る
	3 軽便鉄道がんばる


